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〔1／44〕 

アルムファッダリーヤート試訳 
― ムフリズ・ブヌ・アルムカアビル・アッダッビー ―

 بِّ  اضَّ  بِ عْ ك  ن الح مُحْرِز بْ 
 

池 田  修  * 
 
まえがき 

この詩の本名は伝えられていない。ただし、アッダッビーとあるのでダッバ族の

出であろう。この詩では第二次アルクラーブの戦で詩人が属するダッバ族がタミー

ム系の部族連合アッリバーブに加わりヤマン系のマズヒジュ連合軍を打ち破ったこ

とを誇っている。この戦いについては  No. 30 および No. 32 で触れたが、A.D. 611 
または同612年ごろに起こったものと推定されている。詩人自身はこの戦いには参加

していない。この詩はイスラーム以前に詠まれたものと考えられる。しかし、その

後、詩人がイスラームに入信したのかどうか詳細は分からない。  
彼の詩はハマーサ詩集に２編載せられている。その解説によると、戦いの知らせ

が届いた日、彼はバヌー・バクル・ブヌ・ワーイル（Banū Bakr b. Wāᵓil）のもとに身

をよせていたとあり、または、バヌー・アディー・ブヌ・ジュンダブ（Banū ᶜAdī b. 
Jundab）に庇護されていた、ともいわれている。彼の名はアルムカアビル（ al-
Mukaᶜbir）または、アルムカアバル（al-Mukaᶜbar）の二様の読みがなされている。

kaᶜbara（人々を刀で切る）の分詞である。バシート調、7行。 

テキスト

 بْنُ الْمُكَعْبِِِ الضَّبِّـى   وَقَالَ مُـحْرِزُ 
بِ لَ كُ الْ  مَ وْ ي ـَ قْ حَ لْ ي ـَ وَلَْ 

 امِ قَـوَ بَِ  احَرْبُ أقَـْوَام  ـإِذْ لَفَّتِ الْ 

 ا حَامِ ابنَِ نْ أَحْسَ عَ  أَنْ لَنْ يُـوَرِّعَِ 
 هَامِ ـيِّحُ مِنْهُ جِلَّةُ الْ يُصَ  ضَرْب  

هُمْ أَ حَمُ ـألَْ وَ   امِ حَ ـإلِْ  ىَّ وهُنَّ مِنـْ

مِ ا كَ م  وْ هُمْ ي ـَـنَا لَ لْ عَ دْ جَ قَ ف ـَ  أَيََّّ

 ا جَََّعْتُ مِنْ نَشَب  مَ  ىَ وْمِ قَ لِ  ىفِد     

بَتْ قَدْ كُذِ إِذْ خُبَِِّتْ مَذْحِج  عَنَّا وَ 
ََبَّحَهُ انََ قلَِيل  دَارَتْ رَحَ   َُُّ مْ  

هِمْ ـجَيْْاَت  يَـلُذْنَ بِ ـظلََّتْ ضِبَاعُ مُ 
يد  رُؤُوسُهُمُ نَا وَ ي ـْارُوا إلَِ سَ  َِ هُمْ 

١١ - 

٢١ -
٣١ -
٤١-
٥١-

                                                             
＊ 大阪外国語大学  名誉教授 

〔池田修先生のご意向により、本号掲載の「試訳」校正は高階が担当しました。〕
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 امِ دَ شِلْوِ مِقْ  نْ مِ  هَا جَزَر  ـ لَ إِلَّّ 

 مِ لَ ظْ نََْد  بِِ  ـىهَمَّ يَـوْمُ بنَِ وَ 

ابُـع  ضَ  اهَ ـحَتََّّ حُذُنَّةُ لَْ نَتْْكُْ بِ 
الْكَلِهَ بِكَ  كَعْب    ـىتْ تَدُوسُ بنَِ لَّ ظَ 

٦١-
٧١-

訳

1- 戦争が部族と部族を包み激化したとき、私は集めた不動産をすべてわが部族のため

に犠牲にしたいものだ。 
2- マズヒジュ連合軍は我らに関して偽情報を告げられた。すなわち、我らには貴い家系

を守るために立ちふさがる者は一人もいない、と。 
3- 我らは（戦争の）臼1)が少し回ると、彼らに一撃が加えられ、その音に呼応してハー

ム鳥が大声で鳴いた。 
4- ハイエナが彼らが横たわるムジャイラートの地を徘徊し、彼らはふんだんに自らの

肉を与えた。 
5- 彼らは（おごり高ぶり）頭を上げて進撃してきた。（彼らと戦った）日は一日がまる

で数日のように長かった2)。？ 
6-（敵の拠点）フズンナにおいてさえ、我らは敵の司令官の肉片をハイエナの全てに与

えた。 
7- 戦争はカアブの一族3)をその胸で押しつぶしてやまず、彼ら、すなわちナフド族の（戦

いの日がもたらす）運命は闇のなかにおかれていた。？ 

 
 

                                                             
1) 戦争は臼でしばしば表現される。ハーム（hām）は復讐を待つ死者のために鳴く想像上の鳥で梟

のような姿をしているとされる。なお、hām は頭を意味する集合名詞でもある。  
2) 第二次アルクラーブの戦いは二日で終わった。この一行は、われらは彼らに一日千秋の思いで

備えていた、の訳も考えられる。  
3) バヌー・カアブ（Banū Kaᶜb）はナジュラーンのバヌー・アルハーリス・ブヌ・カアブ（Banū al- 

Ḥārit͟h b. Kaᶜb）のことでアブド・ヤグース（ ᶜAbd Yag͟hūt͟h）の一族に属し、ナフド（Nahd）族と

同盟していた。ナフドはクダーア（Quḍāᶜa）系のアルヤマンのサラートを拠点とした一族で、

マズヒジュ連合の一員。戦争の胸とは、ラクダが脚を折って伏せ胸で地面を押さえる姿を連想

したもの。下の句はやや難解。 
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― サアラバ・ブヌ・アムル ―

 ور مْ ن ع  ة بْ ب  ل  عْ ث   

まえがき

本名サアラバ・ブヌ・ハズヌ・ザイド・ブヌ・アルハーリス（T͟haᶜlaba b. Ḥazn b.  
Zayd b. al-Ḥārit͟h）。アブー・ウバイダ（ ᵓAbū ᶜUbayda）によると、詩人はアブド・ア

ルカイス族系のバヌー・スライマ（Banū Sulayma）族の一員である、としている。  
アブド・アルカイスについては、No. 28 で紹介した。一方、アルアスマイーは、

詩人はアブドカイスと連合していたシャイバーン族の者と伝えている。また、この

詩人はイブン・ウンム・ハズナ（ ᵓIbn ɔ Umm Ḥazna）という名でも知られている。彼

の詩は本詩集  No. 74 にも載せられている。 
いずれにせよ、何時ごろの人物であったか詳細は分からない。ただし、作品の内

容から見て、ジャーヒリーヤ時代に詠まれたものと考えられる。一行目のアスマー

ウは詩人の娘。詩人は名前が不明な男と戦い、逃げる相手を背後から斬りつけ、負

傷をさせる。この傷が相手に不名誉の評を加えるなどと、と詠んでいる。ムタカー

リブ調、14行。 

テキスト

ثَـعْلَبَةُ بْنُ عَمْر و قـَالَ وَ 

 طُوُبْ خُ  مْ انَ فِيهِ قَوْمُ قَدْ كَ الْ كِ وَ ـــ

 قَريِبْ  ىـأدَْنَ أُحَب  حَبِيب  وَ 
 أرَيِبْ  هِيك  ـحِ نَ السِّلَ  ىبِشَاكِ 

 نَصِيبْ  هُ مِنْ طَعَام  ءُ ليَْسَ لَ 

 ذَنوُبْ  لَيْهِ ا عَ يُضَيَّحُ قَـعْب  

 غُيُوبْ  هُ ََلَ وَ  سْتِهِ ٱحِنْوِ ـلِ 

 طبَِيبْ  ءِ لَْ يَـتـَلَمَّسْ حَشَاهَا

 عَريِبْ  رِ ليَْسَ بهِِ مِنْ مَعَدِّ  ـــ

 يَـؤُوبْ  أقَْسمْتُ إِنْ نلِْتُهُ لَّ وَ 

ََدَقَـتْهُ   كَذُوبْ الْ  فَـلَمَّا دَنََ 

 وَعِيبْ  هَلْ يُـنْجِيـَنَّكَ شَد  وَ 

هَ لَى الْ يَسِيلُ عَ   بِيبْ ََ  اوَجْهِ مِنـْ

 ــــــــأبَيِ نْ عَ  ىسْئَلِ تَ  مْ ـاءُ لَ أأََسَْ  

ـىإِنْ سَاءَنِ ا وَ ريِب  إِنَّ عَ 
لهَُ جُنَّة   ىسَأَجْعَلُ نَـفْسِ 

وَاوَ  أهَْلَكَ مُهْرَ أبَيِكِ الدَّ
هُمْ كُلَّمَا أوَْرَدُواــ أنََّ خَلَ 

نُهُ  فَـيُصْبِحُ حَاجِلَة  عَيـْ
وَ ـعَجْلَى لِ  فأََعْدَدْتُ  احُسْنِ الدِِّ

ـــأَخُوكَ ببَِطُْنِ الن سَيْـوَ  ىأَخِ 
تْلَِ فأََقْسَمَ بِِلِله لَّ  ََ ى 

لَى قُدْرةَ  حْوِى عَ ـفأََقـْبَلَ نَ 
 اهَا كَفَّهُ مُدْبِر  ـأَحَالَ بِ 

 فَـتـَبـَّعْتُهُ طَعْنَة  ثَـرَّة  

١١ - 

٢١ -
٣١ -
٤١-
٥١-
٦١-
٧١-
٨١-
٩١-
١٠-
١١-
١٢-

―  3  ―



アラブ・イスラム研究  第15号  (2017) 
 
 

〔4／44〕 

هَا فَجُرحْ  إِنْ وَ   بْ رَغِي يَـنْجُ مِنـْ

 بْ قَشِيب  هِ مِنَ الذ لِّ ثَـوْ يْ لَ عَ 

 قَـتـَلَتْهُ فَـلَمْ آلهُُ فإَِنْ 

 ىـا يَـلْقَنِ بَـعْدَهَ  ـىيَـلْقَنِ  إِنْ وَ 

١٣-
١٤-

訳

1- アスマーウよ、そなたは父の消息を尋ねないのか1)。部族の者たちに難事が降りか

かっているのだ。 
2- まことにアリーブ2)は私を悩ますとしても、私3)の最も親しい友であり、最も近い血

筋の者だ。 
3- 私は彼に対して、自身を防盾とするであろう。すなわち、完全武装をした勇敢で練

達の戦士となって備える。 
4- そなたの父の子馬は減食のため死んでしまった4)。十分な食べ物にありつけなかった

のだ。 
5- だが、彼らは（子馬に）水を与える時には大きな椀にミルクを入れ、それにバケツ

で水をつぎ込む始末だった（このため、ミルクは薄くなり栄養不足のもとになる）。 
6- それゆえ、子馬の目は窪み、尾の周りの尻肉はやせ細ってしまった。 
7- 私は愛馬アジュラーに適切な（ダイエットの）処置を施したので5)、その内臓は獣医

を呼んで調べてもらう必要はなかった。 
8- 私の兄弟とそなたの兄弟はアンヌサイル渓谷にいたが、あたりにはマアッドの者は

一人もいなかった。 
9- そこで、私は神に、遅れをとらない、と誓った。また、私は、捕らえれば刺し殺し

て家には帰さない、と誓った6)。  
10- 彼は内心勝てると思って私に向かってきた。だが、彼が近寄ってきたとき、うそを

告げた内心が真実を伝えた。 
11- そこで、彼は手綱を引いて馬の向きをかえ逃げようとした。その馬が全速力で貴様

を助けると思っているのか。 
12- 私は彼を追って、槍で一刺しして、大きな傷口をあけた。そこから、彼の背7)に血が

吹き出した。 
13- もし、槍の一刺しで彼を殺して手落ちがなければよかったのだが。だが、たとえ、

彼が逃げおおせたとしても、広い傷をうけている。 

                                                             
1) 文頭の疑問詞は  ᵓa-lam tasᵓalī（そなたは尋ねないのか）の  ᵓa が前置されたもの。イムル・アル

カイスのムアッラカ71行、 ᵓa-ṣāḥi tarā barqan（友よ稲妻を見ないか）と同じ例。 
2) アリーブ（ᶜArīb）は詩人を悩ます男であるが、詩人は友情を示して耐えた、の意。 
3) 私とは詩人のこと。前置詞の bi は説明的なもので、No. 42, 13 行を参照。 
4) ad-dawāᵓ はダイエット食のことで、これが不足することを、tark ad-dawāᵓ と言うが、ここでは  

tark が省略されている。ダイエット食とはミルクを水で薄めたものであることが分かる。薄め

すぎると栄養不足となる。 
5) 4行の子馬の減食と比較している。獣医は内臓の病気や、妊娠しているかなどをみるが、戦争に

使う雌馬は常に不妊にして置かれた。 
6) 戦う相手が不明のままである。  
7) ᶜalā l-wajh（顔面）では背後から刺したことと矛盾するので、アルアスマイーが伝えている  ᶜalā 

l-matn（背面）で訳した。 

―  4  ―
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14- これより後、彼が生きていて、私にあったなら、新たな屈辱の衣をまとって会うこ

とになろう。 
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― アルハーリス・ブヌ・ヒッリザ・アルヤシュクリー ―

 يّ رِ كح شْ ة اضي  ز  لِّ ن حِ ث بْ ارِ ح  اض 

まえがき

この詩人はムアッラカート詩人のひとりであり、また、本詩集  No. 25 にも彼の

作品が載っている。 
この詩は３部分よりなる。1-3行においては恋人の幻が旅先の宿場に夜訪れる。4-

6行では飲酒と狩自慢をしている。7-10行では自部族を賞賛している。  
10行で部族を表すのにイマーラ（ ᶜimāra）という語を用いて、彼の部族が強大であ

ることを暗示している。解説によるとアブー・ジアウファルの所伝として、集団の

規模は次の順序で大きくなるとある。  
ᶜas͟hīra (faṣīla) - fak͟hd͟h - baṭn - ᶜimāra - qabīla - s͟haᶜb 
カーミル調、10行。 

テキスト

 الْـحَارِثُ بْنُ حِلِِّزَةَ الْيَشْكُرىِ   قـَالَ وَ 

 جِ يَـتـَعَرَّ  لَْ ا وَ رْحُلِنَ ا بَِ سَدكِ  

 جسَ جْ السَّ  انَ تَ مِ  واعُ طَُ قَ  دْ قَ  مُ وْ قَ الْ وَ 
 هَوْدَجِ ـبِِلْ   مُوَاشِكَةَ النَّجَاإِلَّّ 

 حَجِ بِسَمْ  يَة  ذَعَرْتُ حْنِ ـاءِ مَ ظِبَ وَ 

 جِ عَوْسَ بِِلْ  مَامُهُ ـََقْر  يَـلُوذُ حَ 

ََابَ فَ   دْرجُِ تَ  لَْ  مَامة  ـحَ  إِذَا أَ

 جِ هْوَ انِ الَْ جَبَ ـرعَِةُ الْ  تَـبـَيـَّنَتْ وَ 

 شْرجَِ مُ ـلْ الطُِّراَفِ ا ىالسَّحَابِ عَلَ  وَقْعَ 

 رْفَجِ عَ ى كَنِيفِ الْ ـامِ، إلَِ رتَْكَ النـَّعَ 

 دْمَجِ مُ ـعَطُْفُ الْ إِنْ لَْ يَكنْ لَبََ  ف ـَ

لَةِ مُ لَّ خَيَالُ وَ ـطَرَقَ الْ    جِ دْلِ  كَلَيـْ

رَجِيلَة   كُنْتِ غَيَْْ ى اهْتَدَيْتِ وَ ـأنََّ 
مْ هُ يـ  طُِ مَ  لَّ كَ وا وَ نُ آ دْ قَ  مُ وْ قَ الْ وَ 
مُدَامَة  ـا بِ قَـرَّعْتـُهَ  امَة  مُدَ وَ 

أنََّهُ كَ وَ  ئُ ـلِ هُنَّ لَ ـــأنََّ فَكَ 
احِهِ نَ جَ ََقْر  يَصِيدُ بِظفُْرهِِ وَ 

ةُ أَجْحَمَتْ كَتِيبَ لئَِنْ سَألَْتِ إِذَا الْ وَ 
بِرُؤُوسِهِمْ  احَسِبْتِ وَقْعَ سُيُوفِنَ وَ 
شِيَّة  بعَِ  احُ تَـرَوَّحَتْ إِذَا اللِّقَ وَ 
مَارةَ   عِ خَيَْْ  ا للِضَّيْفِ يْتِنَ لْفَ أَ 

١١ - 

٢١ -
٣١ -
٤١-
٥١-
٦١-
٧١-
٨١-
٩١-
١٠-

訳

1-（かつての恋人の）幻が夜訪れ我らの宿場に身を寄せるとは、何と素晴らしい夜か。

しかし彼女はそこに留まることなく（立ち去った）。 

―  6  ―
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2- そなたは、いかにして迷わずにここに来れたのか。そなたは足が弱く、わが部族はア

ッサジュサジュの尾根を越えてはるかにここまで来ていたのだが1)。  
3- 夫人を乗せた籠を背にした駿足のラクダを除き、わが部族は長旅でつかれ、一同のラ

クダも同じく歩みが衰えていた。 
4- 私は幾たび年季の入ったブドウ酒を飲み干したことか。また、渓谷の曲がり角で背の

長い馬を駆ってなんと多くのカモシカを恐れさしたことか2)。  
5- カモシカは（白くて）真珠のようである。私の馬は鷹のようで、鳩は身を守ろうとし

て棘が多いアウサジュの藪のなかに逃げ込む。 
6- 鷹は爪と翼とで獲物をとらえる。鳩を襲うとすぐに殺めるので、鳩は動かなくなる

（私の馬はこの鷹のようである）。 
7- 軍勢が帰ってきて、愚かな臆病者の表情が明らかになったとき、もしそなたが尋ねた

なら（、彼らは事情を話すだろう）3)。  
8-そなたは我らの刃が彼らの頭にロープで張ったテントを豪雨が不断にたたきつける

ような勢いで打ち下ろされたと思うであろう。 
9- 乳房の張ったラクダが（冬の寒さを避けるため）夕方早めにダチョウのような早足

でアルアルファジュ木で作った囲いの中にかえると4)、  
10- そなたは我らが最善の部族であることにきづくであろう。すなわち、（客に振る舞う

べき）ミルクが無いときには我らは矢占い5)をしてラクダの肉でもてなす。 
 

 

  

                                                             
1) アッサジュサジュ（as-sajsaj）は山の固有名詞と思われるが、広大で平坦な地表が固い土地の意

味もある。一行目の幻は二行目では二人称女性にかわっている。  
2) 渓谷の曲がり角は流れが穏やかになり、土砂が積もりやすく広い草原となり、野獣の住処にな

り、猟場となる。 
3) la-ᵓin の条件節の主文がかけているので意味があいまい。  
4) 冬の寒い季節には、食べる草も少ないので寒さよけのためラクダを早めに囲いに入れる。アル

アルファジュ al-ᶜarfaj は棘の多い灌木でよく燃える。 
5) マイシルゲームをしてラクダを殺して客に肉を振舞うことを述べている。al-mudmaj とはマイ

シルゲーム用の羽根がついていない賭け矢。  
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― アミーラ・ブヌ・ジュアル ―

 لع  ن جح ة بْ ي  مِ ع  

まえがき

本名アミーラ・ブヌ・ジュアル・ブヌ・アムル（ ᶜAmīra b. Juᶜal b. ᶜAmr）。イブン・

クタイバは『詩と詩人達の書』p. 411 で、ジュアルをジュアイル（Juᶜayl）とし、カ

アブ（Kaᶜb）とアミーラはともにジュアイルの息子であるとしている。両者とも、

出自はタグリブ族であるが、前者はカアブ・ブヌ・ジュアイルでイスラーム時代（ウ

マイヤ朝）の詩人であり、後者はジャーヒリーヤ時代の詩人で、全く別人である。  
この詩人は、自部族であるタグリブ族の血筋は母方は由緒正しいが父方が卑しい

者により汚されていると中傷し、その後で中傷したことを後悔したと伝えられてい

る。 
前記のカアブはアンサールを中傷したあと後悔したといわれており、イブン・ク

タイバの混同が生じたのかもしれない。タウィール調、5行。 

テキスト

 عَمِيْةَُ بْنُ جُعَلَ  قـَالَ وَ 

 اهَ ـصُولُ نُ  اا بَطُِيئ  ار  مِنَ الل ؤْمِ أَظْفَ 

 اهَ ـولُ ا فُحُ هَ ـعَفَّرتَْ  كِنْ ل  ، وَ هِجَانَ  
 اانَ مِنْهُ سَلِيلُهَ سَلَّة  قَدْ كَ ى أَخِ 

 اهَ ـولُ غُ اسْتَسْعَلَتْ جِنَّانُ أرَْض  وَ إِذَا 

 الُهَ رَد وا وَفْدَهُمْ يَسْتَقِييْهِمْ، وَ لَ عَ 

 ةِ وَائِل  تَـغْلِبَ ابْـنَ  ـىْ يَّ سَا اُلله حَ كَ    

وقةَ  ونوُا طَرُ  يَكُ هِمُ أَنْ لَّ ـا بِ فَمَ 
نَ الْ ـتَـرَى الْ  َِ لِشَارف   غَرَّاءَ مِنـْهُمْ حَا
ةَ غَيْْهَُ فُحُولَ ا الْ  تَـبـَغِّيهَ قلَِيل  

اذَلُواعَ ضَيْم  ت ـَ حَلُوا مِنْ دَارِ ـإِذَا ارْتَ 

١١ - 

٢١ -
٣١ -
٤١-
٥١-

訳

1- 神がワーイルの娘タグリブの二部族に1)、はずすのに手間取る卑賎な鈎爪の衣を着

せ給え。 
2- すなわち、彼らの母が由緒正しい純潔の雌ラクダでないと言うわけではなく、種ラ

                                                             
1) タグリブはよく  ibnatu Wāᵓil（ワーイルの娘）と言われる。これは、 ibnu Wāᵓil（ワーイルの息

子）を韻律上の理由から変えた表現かもしれない。ここでタグリブの二つの部族と言うのは、

イラク周辺に移住してキリスト教徒になったグループと、移住しなかったグループのことと思

われる。 
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クダが彼女を泥まみれにしたからである2)。  
3- 彼らのなかの輝かしい顔をした貞淑な女性が、（他人の）血統を盗んだ老いぼれと結

婚して生まれた子供を君は見るだろう3)。  
4- また、地上のジンやグールが凶悪無比なシウラに変身する（困難な）ときを迎えて

も、この貞淑な妻は夫以外の者をめったに頼りにしない4)（、のを君はみるだろう。） 
5- 彼らは抑圧された土地から移動しても、（移動したことで）いがみ合い、使者を（元

の地に）送って移動したのは落ち度であったと許しを求める5)。  

 

 
  

                                                             
2) タグリブは祖先の男性側に卑しい血があり、子孫が卑しめられる、といったもの。  
3) 他人の血統を盗んだ、どこの馬の骨とも知れぬ男の血が混ざっているとしたもの。解説では  

salīlu-hā の接尾代名詞は  salla（盗み）を受ける、とあるが、貞淑な女性 al-ḥāṣin を受けるとす

るほうが自然である。 
4) 純血でない夫にいつも頼ると非難しているかのようだ。〔校正者注：シウラ siᶜlā「お化け女」〕  
5) 故地から移動して新たな土地に住む者は、故地に残った者とは等しくない、との考え方を表明

しているものと思われる。 
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― アミーラ・ブヌ・ジュアル ―

 لع  ن جح ة بْ ي  مِ ع  

まえがき

この詩は、1-6行で荒れ果てた部族の宿営地の模様を語り、7-12行で二名の者に当

てた脅迫、武器の自慢、相手部族が奴隷であることなどに言及している。しかし、

敵対関係になった事情には触れていない。タウィール調、12行。 

テキスト

 مِيْةَُ أيَْض اعَـ قـَالَ وَ 

 انِ مَ ـثَ  هُنَّ ـلَ  ىخَلَتْ حِجَج  بَـعْدِ 

 انِ دِفَ  ىِِّ الرَّكِ كَ   غَيُْْ أوََار  وَ 
 نِ الَّ مَكَ ارُ كُ مْطَُ الَْ وَ  ا الرِّيِحُ هَ ـبِ 

 انِ انِ يَـعْتَْكَِ السَّبـْعَ  اهَ ـل  بِ يَظَ 

 نِ يَـرْتَدِيََّ ا وَ اط  مَ ـقَمِيصَيِْْ أَسْ 

 نِ ااءِ عُوذُ هِجَ رْجَ جَانِبِ الَْ  ىعَلَ 

، وَ أَخَا طَ   انِ قَوْلُ ذُو نَـفَيَ الْ ارقِ 

 نِ حَدَثَ ـرَهْبَةَ الْ  ىحِ مَعْتُ سِلَ ـجَ 

 هَب  لَْ يَسْتَعِنْ بِدُخَانِ ـسَنَا لَ 

 حَرَمَانِ ـالْ  أَجْدَبَ ا مَّ ـبِرَمَّانَ لَ 

 نِ الَكُمْ غَنَمَ  إِذْ أنَْـتُمُ ليَْسَتْ وَ 

نَة  أمََتَ  ا مِنْ أمَُّاكُمُ وَ   انِ قَـيـْ

 انِ دَ بََِ بِِلْ  ىِِّ حَ ـ يََّ دِيََّرَ الْ أَلَّ  

مُهَدَّم   ى  ا غَيُْْ نُـؤْ فَـلَمْ يَـبْقَ مِنـْهَ 
دِ ذَعْذَعَتْ ئِ وَلَّ تِ الْ غَيُْْ حَطُوُبَِ وَ 
اقَطَُ الْ  اهَ ـارُ بِ حَ ـيَ ار  مَرَوْراة  قِفَ 

اَبِ عَلَ  اهِمَ يْ يثُِيْاَنِ مِنْ نَسْجِ التْ 
اهَ ـأنََّ عْلَى وُحُو   كَ لشَّرَفِ الَْ بِِ وَ 

جَنْدَلّ  وَ  اس  إِيََّ  ـىفَمَنْ مُبْلِغ  عَنِِّ 
امَ ـحِ فإَِنَّ لسِّلَ بِِ ـى  تُـوَعِدَانِ فَلَ 
انهَُ أَنَّ سِنَ يًّا كَ رُدَينِْ  مَعْتُ ـجَ 
 أعَْبُد  ىَ إِذْ أنَْـتُمْ لِرَهْطُِ  ـىَ ليَالِ 
يَة  َِ اف  وَ هُمُ ذَوْد  عِجَ ـإِذْ لَ وَ   بـْ

 ر  امِ ا عَبْدَا عُمَيِْْ بْنِ عَ جَدَّاكُمَ وَ 

١١ - 

٢١ -
٣١ -
٤١-
٥١-
٦١-
٧١-
٨١-
٩١-
١٠-
١١-
١٢-

訳

1- おお、アルバラダーンの部族の宿営地の跡よ1)、私がここを去ってから、既に八年が

過ぎた。 

                                                             
1) アルバラダーン（al-Baradān）は ḥazn Yarbūᶜ（ヤルブーウ族の高原）とされている。そこは春に

なるとラクダの放牧に適した土地であった。しかし、詩人の部族タグリブがバスースの戦いの

あと、上バビロニアに移住していたこととうまくそぐわない。タグリブがイラクに移住する前

のアルヤマーマ地方の地名の可能性が高い。 
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2- そこには（テントの周りの水よけ用の）壊れた溝と、崩れた井戸のように砂に埋も

れた馬をつなぐ数本の杭だけがのこっている。 
3- また、そこには奴隷娘が集めて来た薪が風雨にさらされてあたりに散らかっていた。 
4- 荒れ果てて、草木も水気もなく、砂ライチョウも（水がないために）当惑するほど

で、一日中、二頭の野獣が餌をめぐって争っている。 
5- 二頭は土ぼこりを立て、ぼろぼろの埃のシャツを織り、身にまとっている。 
6- 丘のいただきでは、野獣どもが見下ろしているが、それは、あたかも、純血種のラ

クダが周りに子ラクダをつれて見下ろしているようだった。 
7- 私の言葉をイヤースとターリクの兄弟ジャンダルに伝えてくれるの者はいないか。

言葉はとかく散りじりに伝わるものだから2)。  
8- 両名よ、武器で私を脅してはならぬ。すなわち、私は事件の恐怖に備えて武器をと

とのえているからだ。 
9- 私はルダイニー産の槍を手に入れているが3)、その穂先は煙で曇ったところが無く、

炎のように光っている。 
10- 私は、ふたつの聖地が飢饉に襲われ、お前たちがわが一族の奴隷であったころの夜

（この槍を手に入れたのである）4)。  
11- 当時、彼らはやせ衰えたラクダ数頭と少年若干名を持っており、お前たちは二群の

羊さえ持っていなかった。 
12- その上、お前たちの両名の祖父は、ウマイル・ブヌ・アーミルの奴隷で5)、それぞれ

の母は奴隷である歌姫から生まれた奴隷であった。 
 

 
  

                                                             
2) 言葉が木の葉が散るように、あちこちに散らかって伝えられるの意。  
3) ルダイニー（Rudaynī）については  No. 12, 16行の注を参照。 
4) カイナ（qayna 歌姫）は奴隷として売買されていた。  
5) ウマイル（ ᶜUmayr）はアムル（ ᶜAmr）のことを蔑んで縮小形にしたものであろう。  
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― ウフヌーン ―

 وننح ف ْ أح 

まえがき

本名スライム・ブヌ・マアシャル・ブヌ・フバイブ（ᵓUfnūn - Ṣuraym b. Maᶜs͟har b. 
Ḥubayb）。 

この詩人は彼の部族タグリブがイラクに住むようになったが、未だイスラームの

宣伝がなされていない頃の人物と思われる。おそらくキリスト教徒であっただろう。 
彼の綽名ウフヌーンの由来については諸説あって、いずれも決め手にかける。  
アルムファッダルはこの詩が読まれた背景として、次のような逸話をつたえてい

る。 
詩人があるカーヒン（巫者）に自分の運命をたずねると、イラーハ（ ilāha）と言

う土地で死ぬだろう、と言われていた。部族の者たちとシリヤに旅に出かけたとき、

用事を済ませ帰路についた。ところが、シリヤ（ダマスクス）とユーフラテスのあ

いだの砂漠で道に迷ってしまった。そこで、出会った男に道を尋ねたところ、これ

これの方角に進めば街道に出てイラーハが見えてくる、と教えてくれた。彼はこれ

に従い、やがて、イラーハについた。仲間はラクダから降りて宿営の準備に取り掛

かったが、彼だけはラクダから降りず、藪のアルファジュ（ ᶜarfaj No. 62, 9行の注を

参照）をラクダに食べさせていた。そのラクダに蛇が噛み付いた。ラクダは口にぶ

ら下がった蛇を振り落とそうとして首を曲げたところ、蛇は詩人の足に噛み付いた。

そこで、詩人は兄弟であるムアーウィヤ（本詩1行）に向かって“もうだめだ、墓を

掘ってくれ”と叫び、大声でこの詩を詠んだ。タウィール調、5行。 

テキスト

نُون   قـَالَ وَ   رَجُل  مِنْ بَنِِ تَـغْلِبَ يُـلَقَّبُ بِفُْـ

 ازيََّ وَ ـحَ الْ  تبَِعْنَ اتُ إِذْ شْفِقَ مُ  الْ لَّ وَ 

  ذَا ليَِاءِ: يََّ ليَْتَ ىْ للِشَّ  تقِْوَالهِِ وَ 
 قِيَاالِكَ بَِ مَ ـبِ  ى تُـبْقِ إنَِّكَ لَّ وَ 

 يَاجْعَلْ لَهُ اُلله وَاقِ ـإِذَا هُوَ لَْ يَ 

بحَ فِ وَ  َْ  وِيََّ هَةَ ثَ إِلَّ  ىأعَْلَ  ـىأُ

 اوِيََّ ا مُعَ ء  فَـرُوح  ىْ شَ  ـى لَسْتُ فِ أَلَّ    

رْءُ نَـفْسَهُ مَ ا يَكْذِبُ الْ خَيَْْ فِيمَ  فَلَ 
 كَثِيْةَ  حُتُوفَ ـا، إِنَّ الْ فَطُأَْ مُعْرِض  

ىيَـتَّقِ  فَ يْ امْرُؤُ كَ  ىا يَدْرِ مْرُكَ مَ لَعَ 
غُدْوَة   ى  حَ ـيَـرْحَلَ الْ   أَنْ نَ  كَفَى حَزَ 

١١ - 

٢١ -
٣١ -
٤١-
٥١-
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訳

1- ああ、ムアーウィヤよ、私は何事にも多く喜ぶことがなかった。哀れみ深い婦人ら

がカーヒン（巫者）の予言に従っても益が無い（運命には逆らえぬ）。 
2- 人は妄想を抱いてみてもどうなるものでもない1)。“これはこのようであってくれれ

ばよいが”と言ってみても、同様（運命は帰られぬ）。 
3- よって、お前の思いどうりに踏み出せ。死はいたるところで待ち構えており、お前

の財産で、誰一人、生きながらえさせることは出来ないのだ。 
4- 誓って言うが、神が守り手を配さなければ、人は死からいかに身を守るかのすべを

知らぬ。 
5- まことに悲しいことよ、部族の者たちは夜明けとともに旅立っていくが、私は上イ

ラーハの丘の上の墓の主になるとは2)。  

 

 
  

                                                             
1) yakd͟hibu l-marᵓu nafsahu は、妄想を抱くの意。 
2) ᵓIlāha は  ᵓUlāha ともいわれ、カルブ族のサマーワの地の丘。  
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― ウフヌーン ―

 وننح ف ْ أح 

まえがき

詩人はある部族の成員を殺し、自部族バヌー・フバイブ（Banū Ḥubayb b. ᶜAmr）
に血債支払い用のラクダを提供するように、協力を求めた。しかし、部族は多数の

ラクダを所有していたが、この求めを拒み（6行）、彼を追放してしまった。しかし、

この部族はイブン・サウワール（Ibn Sawwār）と言う者にはラクダを与えて助けた

（7行）。ウフヌーンはこの扱いを不満だとして、部族を非難している。  
この詩はウフヌーンによるものか、疑問点は多々ある。タグリブ族はイラクに住

んでいたが、この詩には部族名や地名など南アラビアのものが多く記されているか

らである。 
5行のアッサクーン（as-Sakūn）はヤマン南部およびハドラマウトあたりの部族で、

タグリブ族とあまりかかわりがなかった、と考えられる。  
また、8行のアーミル・ブヌ・サアサア族にも同様のことが言える。4行の有力者

らもヤマン人である。6行にはルフバ（Ruḥba）とアルアダン（al-ᶜAdan）の間、とあ

るが、アルアダンが定冠詞のつかないアダン（ ᶜAdan、今日のアデン）をさすのであ

れば、これもヤマン南部のことでタグリブとつながらない。なお、ヤークートの地

名辞典では  al-ᶜAdan となっているが、他の辞書では、cAdan には定冠詞がついてい

ない。バシート調、9行。 

テキスト

نُون  أيَْض ا قـَالَ وَ   أفُْـ

هُمْ أَنَّ الْ   حَزَنِ  ىعَلَ  فُؤَادَ انْطَُوَى مِنـْ

 ـىنِ خْلَعُوا رَسَ ـا لَْ يَ آدَمَ مَ  نْ وُلْدِ مِ 
ِِ وَ رْسَ الَْ  ىانْـتَحَيْتُ عَلَ حَتََّّ   الث ـنَنِ ا

  جَدَنِ مِنْ ان  وَ لقُْمَ ربُِّيِتُ فِيهِمْ وَ 

 لس نَنِ ا  جَارُوا عَلَىلَّ ونِ وَ ا السَّكُ أَخَ 

 عَدَنِ الْ عِيصِ وَ اتِ الْ ذَ  ا بَيَْْ رُحْبَةَ مَ 

 انَ ذَا غَبََِ اء  كَ دَر  عَطَُ  لِِّ ِ 

َْْ الس وأَى مِ  يََْزُونَنِِ  فَ يْ أمَْ كَ   سَنِ نَ ا

 بََِ للَّ ا ضُنَّ بِِ رئِْمَانِ أنَْف  إِذَا مَ 

ب       هِمُ ـسَراَتِ  ىـخَلِّلْ فِ ا وَ أبَلِْغْ حُبـَيـْ

هَل  كُنْتُ أَسْبِقُ مَنْ جَارَوْا عَلَى مَ   قَدْ 
هُمْ لَْ أمَْلِكْ فيَالتَ ـَوَ  ىَّ فاَلُوا عَلَ 
م   إِرَ مِنْ وَ  اد  نْتُ مِنْ عَ كُ   لَوْ أنََّنِِ 

بَِخِيهِمْ مِنْ مُهَوِّلِةَ   لَمَا فَدَوْا
رهُُمْ وَقَدْ سَدَّتْ أبََِعِ  ىسَألَْتُ قَـوْمِ 

إِذْ قَـرَّبوُا لِّبْنِ سَوَّار  أبََِعِرَهُمْ 
لِهِمُ بِفِعْ  ا سُوأَىجَزَوْا عَامر   ـىأنََّ 

فَ  هِ عَلُوقُ بِ لْ ا ىا تُـعْطُِ مَ  عُ أمَ كَيفَ يَـنـْ

١١ - 

٢١ -
٣١ -
٤١-
٥١-
٦١-
٧١-
٨١-
٩١-
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訳

1- 私の言葉を（私の部族）フバイブに伝え彼らの首脳者に、私の心は彼らにより悲し

みで覆われていると、伝えてくれ。 
2- かつて、私は（わが部族が）競い合ったアダムの子らすべてを1)、彼ら（私の部族）

が私を（部族内に）つなぎとめている間は、常に楽々と凌駕したものだ。 
3- 彼ら（私の部族）は私についての判断を誤ったが、私は彼らの愚かさを抑えきれず、

ついに（追放され）下賤なならず者たちの仲間になった2)。  
4- 私がアードやイラムやルクマーンやジャダンなどの血筋を引き彼らのなかで育てら

れいたなら3)（、よもやこのような仕打ちは受けなかったろうに）。 
5- 私の部族は彼らの兄弟（である私）のために、（捕らえられていた）アッサクーンの兄

弟を4)、大きな災難を恐れて解放せず、慣行を踏みにじった。 
6- 私はわが部族に助けを求めた。彼らのラクダは茂みの多いルフバとアルアダンの間

をふさぐほど多数いる5)。  
7- 彼らは（私の求めを拒んだが）イブン・サウワールにはラクダを与えたではないか。

彼は愚か者であったが、なんとよき贈り物であったことか。 
8- いかにして、彼らはアーミル（・ブヌ・サアサア族）に善行に対して悪行で報いた

のか。いかにして、私の善行に対して彼らは悪行で報いるのか6)。  
9- あるいは、乳の出ない雌ラクダが（子ラクダに）与えるものがなにの役にたつか。

乳を出し惜しみ、鼻で可愛がるだけではないか7)。  
 
  

                                                             
1) 「競い合う」とは、詩で中傷したり、誇りあったりすること。  
2) al-ᵓarsāg͟h（足の甲）、at͟h-t͟hunan（馬の毛爪の毛）、とは、下賤なスウルーク集団のこと。  
3) コーランでは古代の民としてアード（ ᶜĀd）が語られ、その都がイラム（ ᵓIram）となっている。

ルクマーンはアードの王であったと言われる（No. 10, 36行参照）。ジャダン（Jadan）はズー・

ジャダン（D͟hū Jadan）のことで、ヒムヤルの伝説上の王。彼の城がジャダンといわれ、王の本

名はアラス・ブヌ・アルハーリス（ ᶜAlas b. al-Ḥārit͟h）。 
4) アッサクーン（as-Sakūn）はキンダ系のヤマンの部族。詩人の部族が、捕らえられていたこの部

族の男を解放すれば詩人も解放されたのに、詩人の部族はこれに応じず、冷淡であったと非難

している。 
5) これだけ多くのラクダを所有しているのだから、助けてくれてもよいではないかとの訴え。ル

フバ（Ruḥba）は  Ruḥba Ṣanᶜāᵓ（サヌアのルフバ）と説かれているが、同名の地域がいくつもあ

り、特定しがたい。 
6) この一行の前後関係は全く分からない。 
7) 口先だけはうまく、実行が伴わないと、自部族を非難している。  
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― ムタンミン ―

 ممِّ ت  مح 

まえがき

この詩人については、すでに本詩集  No. 9 で概略を記した。ここにあげる詩はア

ラブ詩のなかで最も有名な哀悼詩とみなされているものである。イスラーム征服初

期に、イスラームの剣といわれたハーリド・ブヌ・アルワリード（K͟hālid b. al-Walīd）
が、詩人の兄弟マーリク・ブヌ・ヌワイラ（Mālik b. Nuwayra）をデイラール・ブヌ・

アルアズワド（Ḍirār al-ᵓAzwad）に命じて処刑した。これを知ったムタンミンはメデ

イナの預言者モスクを訪ねてカリフのアブー・バクルとウマルにマーリクを悼むこ

の詩を詠んで、不当な処刑だと訴えた。この事件については種々脚色された逸話が

多く伝えられており、史実とみなすにはうたがわしい点もあるだろうが、『歌の書』

（14, pp. 66-72）にタバリーからの引用があり、加えて、詩集校訂者の  Lyall による

概要説明もあり、これらを参照して事件の経過の概略を以下に紹介する。  
ヒジュラ暦11年（AD632）、預言者が没したが、その二年ぐらい前からイスラーム

を受け入れた多くの部族が、当時サダカとかザカートの名で呼ばれていた税の支払

いを拒むようになった。  
これはリッダ（Ridda、離反、背教）と呼ばれているが、その程度はまちまちであ

った。幾つかの部族長はラクダを貢納する姿勢を見せたが、大部分は、定めの礼拝

は守るが税の支払いは拒んだ。また一部には、偽預言者に従う部族もあった。たと

えば、アサドとガタファーンはトライハ（Ṭulayḥa）という偽預言者に導かれた。タ

グリブ族の女預言者サジャーフ（Sajāḥ）にはタミームが、マスラマ（Maslama）と

いう偽預言者にはハニーフ族が従った。初代カリフ、アブー・バクルがまず手がけ

なければならなかったのは、このリッダの動きを抑えることであった。ハーリド・

ブヌ・アルワリードはそのための有力な手段として起用された。マーリク・ブヌ・

ヌワイラは、すでに預言者によってタミーム系のヤルブーウ族の族長として認めら

れていた。彼はリッダに当たって、二つの行動に出た。まず、彼の領域外である所

のラフラハーン（Raḥrahān）に周辺の住民から税として集められていたラクダを奪

った。次に、女預言者サジャーフに従い、自部族（タミーム）のなかで彼女に従わ

ないものたちと戦いを始めた。しかし、彼女がアルヤマーマに根拠を移したのに伴

い、マーリクは彼女と決別した。他方、イスラーム軍の司令官ハーリドは、アルブ

ザーハ（al-Buzāk͟ha）で偽預言者トライハおよびその信者らを打倒し、次いで、ハワ

ージン連合軍を打ち破り、いよいよタミーム征伐にとりかかろうとしていた。  
タミームの多くの指導者らはこのような情勢の中で、ハーリドに協力しようとし

ていた。ただ、マーリクだけは偽預言者サジャーフと連携したことを後悔しながら

孤立していた。彼は配下の者たちに解散して各自の住まいに帰るよう告げ、彼自身

は若干の従者を連れて、ハズン・ヤルブーウ（No. 9, 6行の注を参照）のアルブター
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フ（al-Buṭāḥ）というところに留まった。この地はアサド族の領域に接していた。彼

は、預言者が命じた定めの礼拝をしていたとのことである。ハーリドはマーリクの

仇敵デイラール・ブヌ・アルアズワドを隊長とする偵察隊を派遣して、マーリクの

様子を探らせた。その過程で戦闘があったらしく、マーリク一派は捕らえられた。

彼らはハーリドのところに送られ、マーリクはイスラームに入信したと告白した。  

そのあとどのようになったか伝承が異なっているが、ただいえることは、ハーリ

ドはマーリクを処刑するよう命じ、デイラール・ブヌ・アルアズワドの手にかかっ

て殺された。その上で、ハーリドはマーリクの妻ライラー（Laylā、彼女は  ᵓUmm 
Tamīm とか Bint al-Muhallab と呼ばれていた）を戦時捕虜とし、彼の妻として他の

捕虜と共にメデイナに戻った。  
これについての醜聞は、ハーリドが帰還するよりも一足早くメデイナに伝えられ

ていた。ウマルはムスリムになっていたマーリクの処刑やその妻と結婚したとの知

らせに衝撃を受け、ハーリドを犯罪者として裁くようにアブー・バクルに進言（ ᵓinna 
fī sayfi k͟hālidin rahaqan, wa-ḥuqqa ᶜalayhi ᵓan yuqayyidahu.「ハーリドの剣には非道な

意図があり、彼を縛るのが至当である。」）したとのことである。ウマルは少なくと

も司令官の地位を召し上げるべきだ、と具申した。 
しかし、カリフのアブー・バクルは情勢が厳しく、ウマルの要求を拒み「神が背

信者らに抜き給うた剣を私が鞘に納められるはずがない。」（ lam ᵓakun li-ᵓas͟hīma 
sayfan sallāhu llāhu ᶜalā l-kāfirīna.）と答えた。 

ただし、アブー・バクルはハーリドに、ライラーを妻とすることはあきらめよ、

他の捕虜は釈放せよ、マーリクの処刑に対しては血債を支払え、などの命令を出し

た。 
それから二年後、アブー・バクルが没し、ウマルがカリフになると直ちにハーリ

ドを解任した。しかし、ウマルはアブー・バクルが裁いたように、ハーリドをマー

リクの殺害犯人として再審議することは拒んだようである。このことはマーリクの

兄弟であるムタンミンが強く望んだことであったが。  
マーリクが殺されたのは、司令官ハーリドが用いたアラビア語が誤解されたため

だとの逸話が伝えられている。史実ではないと思われるが、紹介する。  
マーリクとその一派が捕らえられた日の夜は気温が急激に下がった。そこで、ハ

ーリドは捕虜たちに暖衣を与えるように命じ、adfiᵓū ᵓasrākum「そちたちの捕虜を暖

めてやれ。」と言った。『歌の書』では、これは彼らを殺せの意味もあるとしている。

Lyall は動詞 adfiᵓū の語根 DFᵓ（暖める）を DFW（送る、始末をつける）と取り違え

たもの、としている。ムタンミンはマーリクのために多くの哀悼詩を詠んでいるが、

いかに訳した詩が最も有名で第一級の作品とされている。  
1行、控えめな表現。2-10行、死者を賞賛。11-14行、マーリクの悲劇への哀悼。15-

16行、マイシルでの弱者救済。17-22行、使者への哀悼。23-28行、使者の安眠を願う。

29-30行、過去の類似事件への言及。40-44行、詩人の悲しみ。45-51行、殺害者への

怒り。タウィール調、51行。 
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テキスト

رَةَ الْيَْبْوُعِى   قـَالَ وَ  مُ بْنُ نُـوَيْـ  مُتَمِِّ

ََابَ ـ جَزعَ  مِ لَّ وَ   اأَوْجَعَ فَ  مَّا أَ

 تِ، أرَْوَعَاعَشِيَّاالْ   مِبْطُاَنِ يَْْ غَ  ـىفَـت  
 قَعْقَعَاتَاءِ ت ـَقَشْعُ مِنْ حَسِّ الشِِّ الْ  إِذَا

 اوْضَعَ دْبِ أَ ا راَكِبُ الَْ خَصِيب  إِذَا مَ 

 مَطُْمَعَا السَّوْءِ  ئِ جِدْ عِندَ امْرِ ـتَ  إِذَا لَْ 

 ا أَضْيـَعَ تَ تَكُنْ أنَْ  لَّ  مْ هُ ن ـْنَصِيْكَُ مِ 

 عَازبَِِّ اذُورةَ  مُت ـَأْسِ ذَا قَ كَ الْ ى لَ عَ 

ََدْق  ـا الْ خَ أَ   ءِ سَيَْدَعَاااللِّقَ  ـىا فِ حَرْبِ 

 عَامُدَفّـَ  اءِ ا عِنْدَ اللِّقَ  طاَئِش  لَّ وَ 

 امُقَنـَّعَ  ا أوَْ ر  اسِ حَ  ىقَ إِذَا هُوَ لَّ 

 رَفّـَعَامُ الْ  كَنِيفَ إِذَا أذَْرَتِ الرِّيِحُ الْ 

 اعَ مَنْ تَشَجَّ ى لَ يد  نَـوَاحِيهِ عَ دِ شَ 

 اكَنـَّعَ قِدِِّ حَتََّّ تَ الْ ـى عَان  ثَـوَى فِ وَ 

 ضَوَّعَاتَ  دْ سُهُ قَ أْ ارَى رَ حُبَ ـالْ  فَرخِْ كَ 

 اجَّعَ مَنْ تَضَ  ىرُ أيَْسَار  كَفَ هُمْ نََ ـلَ 

 زَّعَانْ يَـتَمَ اللَّحْمَ أَ  ىحْمِ ـفَرْثِ يَ الْ  ىلَ عَ 

 أرََى كُلَّ حَبْل  بَـعْدَ حَبْلِكَ أقَْطَُعَا

 سْمِعَايبَ وَتُ جِ ـا أَنْ تُ دِير  وكُنْتَ جَ 

ََابَ الْ   تُـبـَّعَاوَ  طَ كِسْرَىمَنَايََّ رَهْ أَ

 لَة  مَعَاليَ ـْ نبَِتْ  اعِ لَْ لِطُوُلِ اجْتِمَ 

 دَّعَاحَتََّّ قِيلَ لَنْ يَـتَصَ  مِنَ الدَّهْرِ 

 دَّعَاحِيَْ وَ  ىا أَخِ حْمُود  ـبَِنَ مَ  دْ قَ ف ـَ

 ريَّـَعَاى ت ـَـاءَ حَتَّ مَ جَوْن  يَسُح  الْ وَ 

 مْرَعَااتِ فأََ دْجِنَ مُ الْ  ىغَوَادِ ذِهَابَ الْ 

 ارْوَعَ خِ  نَ النـَّبْتِ مِيًّا مِ ـتُـرَشِّحُ وَسْ 

 لْفَعَاقَرْيَـتَيِْْ فَضَ الْ  فَـرَوَّى جِبَالَ 

 وَدَّعَامُ حَبِيبَ الْ ـالْ  ىأسُْقِ  ـىلكِنَّنِ وَ 

  بَـلْقَعَارْضُ  فَـوْقهَُ الَْ تُـراَبِ   ىأمَْسَ وَ 

 الِك  أْبِيِْ هَ تَ بِ  ىا دَهْرِ مَ وَ  ىلَعَمْرِ  

هَالُ تَ كَفَّنَ الْ   دْ قَ لَ  هِ دَائِ حْتَ رِ ـمِنـْ
هِ رْسِ عِ النِّسَاءُ لِ  ىهْدِ ـــا تُ  بَـرَم  لَّ وَ 

احَة  مَ ـسَ  هُ نْ لبَِيب  أعََانَ الل بَّ مِ 
لنَّدَىالسَّيْفِ يَـهْتـَز  لِ  دْرِ كَصَ   تَـراَهُ 

يَكُنْ  خَصْمُ إِنْ ـا كَظَّكَ الْ ا إِذَا مَ م  وْ ي ـَوَ 
ااحِش  فَ  قَ لْ  ت ـَالشَّرْبِ لَّ  ـىإِنْ تَـلْقَهُ فِ وَ 
يْـتَهُ أَ الَ رَ غَزْوُ الرِّجَِ الْ  إِنْ ضَرَّسَ وَ 
حَمَتْ لُ أَجْ يْ خَ ـالْ  ا إِذَاانَ وَقَّاف  ا كَ مَ وَ 
عَدُوِّهِِ  نْ بَـز هُ عَ   بِكَهَام  لَّ وَ 

نَ   الِك  انِ لِمَ  تَـبْكِيَ لَّ هَ  ـىَّ فَـعَيـْ

 بـُهْمَة  لِ ا وَ الِك  مَ  ىلشَّرْبِ فاَبْكِ لِ وَ 

 يْهَُ ا بعَِ طرُُوق   ىضَيْف  إِذَا أرَْغَ وَ 

 ثَل  حْ ـشْعََ  مُ بَِ  ىمْشِ ـأرَْمَلَة  تَ وَ 

 دَتْ أوُقِ احَ وَ قِدَ قَوْمُ الْ إِذَا جَرَّدَ الْ 

 ك  الِ مَ  يُـلْفَ  يْسَارَ لَْ إِنْ شَهِدَ الَْ وَ 

 ـىنِ أنََّ ا وَ أرَاَهَ  ت  الصَّبَِْ آيََّ  بـَىأَ 

 جِبْ ـ تُ مِكَ لَّ ـسْ عُ بِِ ا أدَْ مَ  ىـتَ مَ  ـىأنَِِّ وَ 

لَنَاوَ  اةِ يَ حَ ـالْ  ـىخَيْْ  فِ ـبِ  اعِشْنَ وَ   قَـبـْ

 اك  مَالِ وَ  ـىأنَِِّ مَّا تَـفَرَّقـْنَا كَ لَ ف ـَ

 ة  ةَ حِقْبَ مَ ـجَذِي ـىْ وكُنَّا كَنَدْمَانَ 

ن ـَالَْ  إِنْ تَكُنِ فَ  مُ فَـرَّقْنَ بَـيـْ  نَايََّّ

 بَِبهِِ رَ ـى السَّنَا فِ  ارَ طَ  دْ قَ أقَُولُ وَ 

 لِك  احَلَّهَا قَبُِْ مَ  اض  اُلله أرَْ  ىسَقَ 

 مَة  ـوَادِيَيِْْ بِدِييْلَ الْ سَ  رَ آث ـَوَ 

 ع  سْدَامِ مِنْ حَوْلِ شَارِ فَمُجْتَمَعَ الَْ 

 حُبِّهَاـدَ لِ بِلَ الْ  ىا أُسْقِ وَاِلله مَ ف ـَ

 اي  نََئِ  انَ إِنْ كَ وَ  ـىحِيـَّتَهُ مِنِِّ ـتَ 

١١ - 

٢١ -
٣١ -
٤١-
٥١-
٦١-
٧١-
٨١-
٩١-
١٠-
١١-
١٢-
١٣-
١٤-
١٥-
١٦-
١٧-
١٨-
١٩-
٢٠- 

۱٢- 
٢٢- 
٣٢- 
٤٢- 
٥٢- 
٦٢- 
٧٢- 
٨٢- 
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 رَعَاأفَ ـْ بَالِ ا نََعِمَ الْ أرَاَكَ حَدِيث  

 سْفَعَاوَجْهَ أَ تَتْْكُُ الْ  حُزْن   لَوْعَةُ وَ 

 رَعَاأَضْ أَسْتَكِيَْ وَ فَـهُمُ أَنْ خِلَ 

ُْْ  ىإِذَا بَـعْضُ مَنْ يَـلْقَ    تَكَعْكَعَارُوبَ ا
 عَامُشَقَّرِ ألَْمَ ـلْ بِِ  اجَزْء  وَ  اعَمْر  وَ 
تُهُ بِِ ـتَ   مَعَاـلِ أَجْ مَاـالْ هْلِ وَ لَْ مَلَّيـْ

 مُفَجَّعَاـنَ الْ يحَزِ ـالْ  ىا يُـبْكِ بَ ِّ مَ مِنَ الْ 
 ضَعَاأَخْ بِ قَرَائِ رُزْء ا بِزَوَّارِ الْ وَ 
 يِيجَعَافُؤَادِ فَ الْ  قَـرحَْ  ىئِ تَـنْكَ  لَّ وَ 
مَنِيَّةِ مَدْف ـَهُ ن ـْعَ  ىَ كَفِِّ بِ   عَامْ للِْ
ََ ـمِ  ا جَزعِ  لَّ وَ  ا أَ  عَاأَوْجَ ابَ فَ مَّ

 ضَعْضَعَالَتَ  الْمَى إِذ  سَ  نْ أَوِ الر كْنَ مِ 
ََبََْ مَ   رَعَامَصْ حُوَار  وَ  مِنْ  اجَرًّ ـأَ

 ا مَعَاهَ ـسَجَعْنَ لَ وىَ ا حَنَّتِ الُْ إِذَ 
 مَعَاـبَِْكَ أَجْ ا الْ شَجْوُهَ  ىأَبْكَ فَ  احَنِين  

 مَعَاـسْ أَ فِرَاقِ فَ اد  بَصيْ  بِِلْ مُنَ 
 نَ مُوجَعَاال  مَنْ كَ كُ   مْ كُ نْ فَيغْضَبَ مِ 

عَامَّ ضَ ـدْ رَأَى ثُ ا قَ مَشْهَدِهِ مَ وَ   يّـَ
 مُقَزَّعَا اعْدُو بَريِد  ا ت ـَهَ  ـِب جِئْتَ وَ 

 شَجَّعَامَنْ تَ  ىلَ عَ  اتَ وَقَّاع  وْ مَ ـأرََى الْ 
 جْدَعَايَدَعْنَكَ أَ  ىئِ نَ اللَّ كَ مِ يْ لَ عَ 
 امَزَّعَ ـمُ  أَوْ  هُ لَ  اجْمُوع  ـوَاهُ مَ لَ 
 دَّعَافَـوَ  بِ  انيِهِ إِيََّ آبَ شَ  دْ قَ ف ـَ

 اعْدَمَ ب ـَ الَكَ مَ  ىِِّ عَمْرِ الْ  تَـقُولُ ابْـنَةُ 

 سَألَْتِنِِ  إِذْ  ىسَ ا: طوُلُ الَْ هَ ـفَـقُلْتُ لَ 

 نْ أمُِّ  تَدَاعَوْا فَـلَمْ أَكُ  ـىفَـقْدُ بنَِ وَ 

 اقْدِم  مُ  ذَاكَ  ىعَلَ  ىأمَْضِ  ـىكِنَّنِ ل  وَ 
نَوَ   االِك  مَ وَ  اا غَالَ قَـيْس  مَ  ى ـِغَيَّْ
 ـىتَنِ لَي ـْيَزيِدَ وَ  ـىانِ ا غَالَ نَدْمَ مَ وَ 
ـِىإِنِّ وَ  ََ  ـىازَلْتِنِ إِنْ هَ وَ  ـ  ـىابنَِ قَدْ أَ
هْرُ أَحْدَثَ نَكْ ا مَ إِذَ سْتُ لَ وَ   بَة  ا الدَّ

 مَة  لَ مَ  ـى تُسْمِعِينِ قَعِيدَكِ أَلَّّ 
 لَمْ أَجِدْ دْتُ ف ـَشَهِ  دْ قَ  ـىإِنِِّ  قَصْرَكِ ف ـَ
 غِبْطَُة  بِ  ام  وْ نْتُ ي ـَإِنْ كُ  ا فَرحِ  لَ فَ 
 االِع  يُصِيبُ مُتَ  ىألَْقَ ا أَنَّ مَ  وْ لَ ف ـَ
 ث  رَوَائِم  ا وَجْدُ أَظْآر  ثَلَ مَ وَ 

رْنَ ذَا الْ  ثِّهِ حَزيِنَ بِ ـبَ ِّ الْ يُذَكِِّ  بَـ
هُنَّ قَ إِذَا شَ  عَتْ رَ امَتْ ف ـَارِف  مِنـْ  جَّ

 الِك  مَ ـامَ بِ مَ قَ وْ ي ـَ ـىبَِوْجَدَ مِنِِّ 
 رَاتَكُمْ مُحِلِّ سَ ـارُ الْ بَ مْ تََْتِ أَخْ ـألََ 
ََ ـبِ   افُ مَالِك  حَتْ ـادَفَ الْ مَشْمَتِهِ إِذْ 

 ة  سَوِيَّ وَ  اليِ  بَِ  اأآَثَـرْتَ هِدْم  
 ـىكَ إِنَّنِ ا بنِـَفْسِ م  وْ تَـفْرَحَنْ ي ـَ فَلَ 

ة   ام  وْ لَعَلَّكَ ي ـَ  أَنْ تلُِمَّ مُلِمَّ
 دَهُ نْ حْمُكَ عِ ـانَ لَ كَ   وْ نَـعَيْتَ امْرَأ  لَ 

 الِك  مَ  وَاشِيَْ مَقْتَلُ يَـهْنِِءِ الْ  لَ فَ 

٩٢- 
٠٣- 

٣١- 
٣٢- 
٣٣- 
٣٤- 
٣٥- 
٣٦- 
٣٧- 
٣٨- 
٣٩- 
٤٠- 
٤١- 
٤٢- 
٤٣- 
٤٤- 
٤٥- 
٤٦- 
٤٧- 
٤٨- 
٤٩- 
٥٠- 
٥١-

 

訳

1- 誓って言うが、死者を讃えたり、災難に襲われてその苦痛が加えられたことで悲嘆

するのは私の常になすところではない（だが、兄弟マーリクの死は別だ）。 
2- アルミンハールは（横たわっている）死者に外衣をかぶせたが1)、死者は夕食時で大

                                                             
1) アルミンハール（al-Minhāl）本名  Ibn ᶜIṣma al-Riyāḥī。なお、Riyāḥ はヤルブーウ族の支族。彼

は処刑されたマーリクの亡骸に経帷子代わりに自分の上着を脱いで覆ったの意。これが当時の

あるべき慣行であった。夕食時は客が訪れる時間であり、これを待つのが作法で、待たずに夕

食に飛びつく者は大食漢とされ、非難される振る舞いと見なされていた。  
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食する男ではなく、恐ろしいほどの美丈夫であった。 
3- 彼（マーリク）は皮製のテントが冬の寒さで音をきしらせるとき、女たちが彼の妻

に肉を恵んでくれるのをあてにして、マイシル（賭け矢）ゲームにすら加わらない

けちな男ではなかった2)。  
4- 彼は賢明な人物で、寛大さが彼の心を支えていた。また、彼は飢餓に苦しむ者が急

ぎ身を寄せる気前の良い男であった。 
5- 君は悪徳者のもとで欲しい物が見当たらないときでも、彼は剣のよう鋭く気づき、

嬉々として恩恵を授けるのを見るであろう。 
6- 何時の日か、敵が君を返答が出来ないほど責め立て苦しめたとしても、ひとたび、

彼が君の味方についたなら、君は決して負けないであろう3)。  
7- 君がもし、酒盛りしている人々のなかで彼に出会えば、気難して性悪な、酒の上で

非道を働く者に出会うことはないであろう。 
8- もし、（略奪者の）襲撃が部族の男たちに牙をむいたなら、君は、彼が強固な戦いの

守り手であり、勇気ある長者であるのに気づくであろう。 
9- 騎馬武者らが怖気づいても、彼はたじろがなかった。戦闘においても、彼は軟弱で

はなく、脇に退かされるような卑怯者でもなかった。 

10- また、彼の剣は、出会った敵が軽装備であろうが重装備であろうが、決してなまく

らではなかった。 

11- しかるに、私の両目は寒風がラクダの高い編囲いを煽り立てるとき4)、何ゆえマーリ

クのために泣かないのか。 

12-（マーリクが酒やラクダの肉を振舞った）酒友だちのためにマーリクの死を嘆くがよ

い。勇敢な敵に立ち向かった英雄のために泣け。 

13-（マーリクのテントを訪れるため）なんと多くの夜の訪問者が道に迷い、ラクダをう

ならせたことだろう5)。また、（マーリクの庇護を求めて）手足に食い込むばかりの

乾いた皮ひもで縛られた捕虜がなんと多くいたことだろう。 

14-（マーリクに助けを求めて）栄養不良で髪がもつれた子を連れて歩む、何と多くの未

亡人がいたことだろう。その子はまるで毛羽立った野雁の雛のようであった。 

15- 人々が（マイシルゲームで）占い矢を筒から抜き、彼らのために賭け火が焚かられ

ると、マーリクはゲームに参加できなかった者の希望をかなえた。 

16- マイシルゲームの賭け人たちと賭け事をするときに、マーリクは（ラクダの）内蔵

のそばに控えていたが、（彼の取り分である）肉が（貧者らに）切り分けられるのに

口出しするようなことはなかった。 

17- あなた（マーリク）の功績を見ると、私は耐え難くなる。私はあなたが亡くなった

                                                             
2) baram はけちで貪欲のあまりマイシルゲームにも加わらず、他人が与えてくれるものを食べて

生きている者。皮製のテントとは、マーリクが裕福であったことを暗示している。  
3) kaẓẓa はものが言えないほどの苦痛を与え、怒りと悲しみに満たされるの意で、中傷合戦のこと

と思われる。〔校正者注：テキスト naṣīra-ku は訳「君の味方」に従い naṣīra-ka と読む。〕 
4) kanīf は木を編んで作った、ラクダを寒さから守る囲い。この時期は水も食料も乏しくラクダの

ミルクも出なくなる。このようなときに、マーリクはよく人助けをしたことを暗示している。  
5) ラクダをうならせるとテントの犬が鳴いて、旅人はテントのありかを知る。または、ラクダを

うならせて相手に旅人が来たことを知らせる、のいずれかであろう。 
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あと、人々とのあらゆる絆が断ち切られたのに気づいた。 

18- 私があなたの名を呼んでもあなたは答えない。かつては、あなたは（私が助けをも

とめれば）たがわず直ちに応じてくれただろうに。 

19- 我らは幸福な生活をしていた。だが、昔すでに、強大なキスラー（ペルシャ）王家

もトゥッバア（ヒムヤル）王家も死に襲われた6)。  

20- 我ら、すなわち、私とマーリクは長い間ともに暮らしてきたが、今生の別れとなっ

た今は、まるで一夜をもともにしなかったかのようだ。 

21- 私と（兄弟の）マーリクは長年、ジャジーマ王の二人の飲み友達のようなものであ

った。両者には離別なしと言われるほどの緊密な絆があったが（処刑された）7)。  

22- もし、歳月が我ら兄弟を別れさせるのであれば（致し方ない）。兄弟マーリクは褒め

られて世を去ったのであるから。 

23- 下層の雲間に雷光がきらめき、黒雲が雨を注いで洪水となって流れるとき8)、私は

う、 

24- “願わくば神よ、マーリクが眠る墓地に雨雲をもたらし、豊かに朝雨を恵み緑で覆

いたまえ9)。  

25- 両渓谷（アルワーデイヤーニ）に長雨で洪水を起こさせ10)、柔らかな若芽を育て給

え。 

26- また、洪水をしてシャーリウ周辺の水溜りを覆いアルカルヤターニとダルファアの

山地をうるわし給え11)。” 

27- 神に誓って言うが、私はこれらの土地が愛しいゆえに雨乞いするのではない。ただ、

死に別れた愛しいマーリクのために雨乞いするのである。 

28- 私からマーリクへの挨拶（は以上のとおりである）。彼は、今や遠く離れ、土くれと

なり、その上の土地は草木も無く荒れ果てている。 

29- アルアムリーの娘（詩人の妻）が、“一体どうなされたのですか、かつては若々しく、

心は柔和で黒髪がふさふさとしていましたのに、今はすっかりおやつれになり、変

わり果てておいでですが”、と尋ねた。 

30- 私は彼女に、そのように尋ねるのならと言って、“長いあいだの悲嘆のためだ、悲し

みによる傷心は顔色を曇らすものだ”と答えた。 

                                                             
6) tubbaᶜは No. 9, 41行の注参照。昔の王者さえ死は免れなかったとして、詩人は自らを慰めている。 
7) この一行は多くの伝承では20行の前に置かれるべきものとされている。ジャジーマ（Jad͟hīma）

はイラクのアルヒーラのラフム朝初代の王のことで、サーサーン朝創設者  Ardas͟hīr Bābakān
（A.D. 226-241）のころの人物。飲み友達二人とは、クダーア系の  Balqayn b. Jasr 族の  Fārij b. 

Kaᶜb の子にあたる2兄弟（マーリクとアキール）のこととされるが、一説では、子熊座のベー

タとガンマー星（al-Farqadāni）の綽名で呼ばれ、北極軸を回り離れることない二人のこととさ

れているが本名は不詳。前者の伝承では、２兄弟はジンにさらわれた男の甥アムルを取り戻し

た功により王の飲み友達にされたが、後に処刑されたとのことである（『歌の書』14, pp.72-73）。 
8) tarayyaᶜa 水が集まって流れていく、即ち洪水となるの意。  
9) アラブは墓に雨が注ぎ緑になるのを願うのを常としていた。  
10) アルワーディヤーニ（al-Wādiyāni、両渓谷）は固有名詞と考えられる。サルマー（Salmā）周辺

の山岳地にあった地名で、タイイ族の領域の最南端にあった。  
11) S͟hāriᶜ, al-Qaryatāni, Ḍalfaᶜ はいずれも前行の周辺の地名であろう。 
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31-（私の）母の子らは相次いで亡くなった。しかし、私は彼らが没した後、卑屈になっ

たり、自らの品位を下げたりはしなかった。 

32- 否、私は戦争を前にして一部の者が委縮し、尻込みするとき、大胆に前進するばか

りであった。 

33- 私を変えたのはわが一族（ヤルブーウ）のカイスとマーリクが、また、アルムシャ

ッカルで一緒にいたアムルとジャズウが殺された事件である12)。  

34- 私の飲み友達であった（従兄弟の）ヤジードが殺された事件があったが、出来るこ

となら家族と財産を犠牲にして、彼と楽しく暮らしたかったのだが。 

35- そなたが私をからかっているのであれば（、教えてやろう）。確かに私は、家族を失

って悲嘆している男を泣かせるような悲しみに見舞われた（が、他人の不幸を喜ぶ

ようなまねをさせないために、耐え忍んでいるのだ）。 

36- 私はたとえ運命に裏切られて不幸なめにあっても、親類縁者を膝を曲げて訪ね、助

けを求めたりはしない。 

37- 神の御名にかけてそなたに願うが、どうか、私に非難の言葉を聞かせず、また、私

の心の傷のかさぶたをはがさないでほしい。さもなければ、再びその傷が痛むから

である13)。  

38-（そなたの非難の言葉は）打ち切るがよい。私は現場にいたが、彼らの死を防ぐ手立

てが見出せなかったのだ14)。  

39- いつの日か、福音に恵まれても私は喜ばないし、また、不幸に襲われ苦痛が加えら

れても、私はくじけない15)。  

40- 仮に私が出会った悲運がムターリア山またはサルマー山16)の側面を襲ったなら、両

山は屈辱のあまり崩壊するであろう。 

41- 愛情深い三頭の乳母ラクダ17)が、子ラクダが（オオカミに）地面を引きずられ、食

い殺されるという災難にあったときの悲しみさえ（、私の悲しみには及ばない）。 

                                                             
12) Qays と  ᶜAmr は詩人と同族（Yarbūᶜī）。マーリクは詩人の兄弟。アルムシャッカルはバハレー

ンにあった城砦。al-Aswad b. al-Mund͟hir が  Yawm Uwāra の戦いで  Jazᵓ  b. Saᶜ d Riyāḥī とその

一派を殺したのは、マーリクの処刑より20年ほど前のことである。 
13) wajiᶜa の未完了形は  yawjaᶜu となるが、ここではタミーム族の方言  yījaᶜu の接続法の形が使

用されている。アルアンバーリーによると、正則にかなっているのはヒジャーズ方言で、一部

のカイス族は  yaᵓjaᶜu とし、タミームは前期のとうりで最悪の方言である。コーランが下された

ヒジャーズ方言が最善であると述べている。 
14) アブー・ジャウファルの説明では、詩人はマーリク処刑の現場にいたが救出の手出しができな

かったとしているが、ここで  ᶜan-hum（彼ら）は33-34行のアルムシャッカルで殺されたものた

ちをさすと考えられる。50行ではマーリクの死の知らせはアルムヒッルが詩人の宿営地にもた

らしたとなっており、詩人は処刑現場にいなかった。44行からもこのことが伺える。 
15) 30-39行は詩人が妻 Ibnat l-ᶜAmr に返答した部分で、行の順序が入り乱れている。31, 36, 39, 32, 

35, 33, 34, 37,38と並べるのが妥当である。 
16) ムターリア（Mutāliᶜ）はバハレーンにある山。サルマーは25行の注10のとおり、タイイ族の山。

いずれもタイイ族の山との説もある。 
17) 母ラクダを失った子ラクダには、年老いて乳のあまり出なくなったラクダ2-3頭をあてがう。

このような乳母ラクダは子ラクダをひどく可愛がるので、人間の愛情と比較される。アムル・

ブヌ・クルスームのムアッラカ15行を参照。 
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42- 乳母ラクダは子を失って悲痛の念を抱いている雌ラクダに悲しみを思い出させ、一

頭の雌ラクダが泣けば、他のラクダがこれに呼応して嘆き声をあげる。 

43- 年老いた雌ラクダが立ち上がって殺された子ラクダを哀れみ、繰り返し泣いた。す

ると、その悲嘆がすべてのラクダ18)を泣かせた。 

44- （このような乳母ラクダの悲しみとて）死の伝え手がマーリクが死んだと告げた日

の、私の悲しみには及ばない。彼ははっきりとした声で、永遠の別れを見届けて私

に伝えた。 

45- 君らの首領らのもとに、アルムヒッルの情報19)が届かなかったか。もし届いていれ

ば、君たちのなかの心を痛めた者はすべて怒ったことだろう。 

46- すなわち、死が突然マーリクを襲ったとき、彼はこれを喜び、現場で目撃しながら、

何もしなかった（という情報である）。 

47- お前（アルムヒッル）は着古した衣服を詰め物した座布団20)（でマーリクの亡骸を

覆い、枕を当ててやるの）を惜しんで、飛脚のように走りかえって彼の死を伝えた

のか。 

48- いつの日か、おまえ自身が楽しめない災難に見舞われるがよい。私は死は（すべて

の者に訪れ）勇者ぶる者21)（アルムヒッル）とて同じだと見ている。  

49- いつの日か、お前にひどい災厄がふりかかるであろう。鼻や耳がそがれる姿にする

者たちが手を下すであろう。 

50- お前は（マーリクという）男の死を伝えてくれた。仮にお前の死体がマーリクのそ

ばに横たわっていたなら、その死体が一塊であろうが、切り裂かれていようが、マ

ーリクは丁重に扱ったであろう。 

51- マーリクの処刑が中傷者らに楽しみを与えないように祈る。マーリクを憎んでいた

者は無事に帰り、彼は（マーリクの亡骸を捨て置いて）別れた。 

 

 

  

                                                             
18) al-bark は千頭のラクダのことであるが、ここでは近くにうずくまっていたすべてのラクダのこ

とであろう。 
19) アルムヒッルは詩人と同じ Yarbūᶜ族の子孫であるが、サアラブ家の者でアーリクとは対立して

いた。彼はマーリクの処刑に立ち会いながら彼の亡骸に衣をかけてやらず、他人の不幸をよろ

こんでいるかのように、死の知らせだけをした。2行のアルミンハールが亡骸に衣を着せたのと

は異なり、冷淡な行動をしたと非難している。  
20) al-sawīya は al-ḥawīya「詰め物をした、ラクダの背に乗せるクッション」のこと。  
21) tas͟hajjaᶜa「勇者ぶる」とはアルムヒッルのことを皮肉った表現。  
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― ムタンミン ―

 ممِّ ت  مح 

まえがき

No. 67 と同じく、処刑された詩人の兄弟マーリクへの哀悼を主題とする詩であ

る。詩人はマーリクのことを思い出して不眠、悲嘆を訴え、彼との離別に涙を流し、

また、彼が気前よく客を惜しみなくもてなす人物であったとほめている。タウィー

ル調、16行。 

テキスト

م  أيَْض ا قـَالَ وَ   مُتَمِِّ

 وَجِيعُ  فُؤَادِ الْ  ـىلِ هَم  فِ عَ اللَّيْ مَ 

 مَرُوعُ  فُؤَادُ الْ  وَ مْتُ إِلَّّ ـا نِ مَ فَ 
 مُوعُ دُ عَبِْةَ  وَ  تـَهَلَّتْ اسْ أبََتْ وَ 

 زُرُوعُ اؤُهُ وَ مَ  ار  دِبَِ  ىيُـرَوِِّ 

 زُوعُ امِ ن ـَمَقَ زَوْراَءُ الْ  عِبِِْ نِ الْ عَ 

 لُوعُ الن جُومِ طُ  ـىلِ تَ  مِنْ  انَ حَ  دْ قَ وَ 

 قوُعُ غُصُونِ وُ الْ  ـىمَام  تَـنَادَى فِ ـحَ 

 َُدُوعُ  هِ يْ لَ وَجْد  عَ  نْ مِ  رِ الصَّدْ  ـىفِ وَ 

 يعُ جََِ  نُ حْ ـنَ يُصْبِحْ وَ  لَْ اهُ، وَ أرََ 

 وعُ جْتَدِيهِ ربُُ ـمَّنْ يَ ـحَوَاليَْهِ مِ 

 يعُ بِ رَ ََيِّف  وَ  ـىيدَُانِ  عَلَى مَنْ 

 وُجُوهَ سَفُوعُ الْ  ىشَآمِيَة  تَـزْوِ 

 ار  أَشَم  مَنِيعُ تَضَمَّنَهُ جَ 
 إِذَا بَِنَ مِنْ ليَْلِ التِّمَامِ هَزيِعُ 

 الرَّوَائعُِ جُوعُ حُورَ ـإِذَا أبَْـرَزَ الْ 
 حُص  قَدْ عَلَهُ رُدُوعُ مِنَ الْمَحْلِ 

 ـىاجَنِ هَ اءُ وَ خْلِيَ مَ الَْ نََ أرَقِْتُ وَ  

ك  الِ  تَذكَ رُ مَ حُزْنَ   لـِىهَيَّجَ وَ 
ة  ا بَـعْدَ عَبَِْ ا عَبِْةَ  وَرَّعْتـُهَ إِذَ 
مَة  ااضَ غَرْب  بَيَْْ أقَـْرُنِ قَ ا فَ مَ كَ 

ينُهُ دِ ِِ تبُِ الَْ  ىوَاهِ  ىكُلَ جَدِيدُ الْ 
رْتهُُ هَدْء  ذكََ  دَ عْ لِذكِْرَى حَبِيب  ب ـَ
نَ  هِ بِ  ـىذكََّرنَِ  ىَ اإِذَا رَقأََتْ عَيـْ

الِك  لِمَ  احْتـَزنَْتُ  فَ دَعَوْنَ هَدِيل  
لَة  أمُْسِ لَ  لَْ الِسْهُ، وَ أُجَ  أَنْ لَْ كَ  يـْ
لَْ يَـزَلْ بِذَمِّ  وَ  ام  وْ لَْ يعَِشْ ي ـَ ـىفَـت  
 هُ يَـعْلَمُ النَّاسُ أنََّ  دْ تَـبَع  قَ هُ لَ 

 اسُوقُـهَ  تَ جُدْبِ   ىِِّ حَ ـلقِاحُ الْ  راَحَتْ وَ 

 الِك  مَ ـا الضَّيْفُ حَلَّ بِ إِذَا مَ  انَ وكَ 
فُهُ   لَعَمْرىِ لنَِعْمَ الْمَرْءُ يَطُْرُقُ ضَيـْ
 بَذُول  لِمَا فِِ رَحْلِهِ غَيُْْ زُمَّح  

 هَاـأنََّ كَ   إِذَا الشَّمْسُ أَضْحَتْ فِِ السَّمَاءِ 

١١ - 

٢١ -
٣١ -
٤١-
٥١-
٦١-
٧١-
٨١-
٩١-
١٠-
١١-
١٢-
١٣-
١٤-
١٥-
١٦-

訳

1- 気楽な者たちは眠ったが、私は眠れなかった。夜が深まるにつれ心の中に悲しみが

わきあがった。 
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2- マーリクのことを思い出すと悲しみが掻き立てられ、心が恐怖に打ちのめされ、眠

れなかった。 
3- 突然、一滴の涙が出ると、後の涙を抑えようとしたが、涙はこれを拒み、激しく音

をたててとめどなく流れた。 
4- まるで、井戸の滑車を吊るす二本の木の間の大きな皮バケツからあふれ出た水が、

溝と作物に注いでいるかのようであった1)。  
5- 皮バケツの縁環には新しい皮でつぎがあてられており、（バケツ本体の）皮には穴が

多くあいている。加えて、浅い井戸の内壁は出っ張っていて、バケツは井戸の側面

からずれ（てゆれ、水が流れ落ちる。このように涙が流れ）た。 
6- 夜が更け行く中で愛する者（マーリク）のことがよみがえり、やがて、次の星が昇

る時間が近ずいた2)。  
7- 私の両目の涙が枯れると、小枝にとまっている鳩の鳴きあう声が聞こえ、再び彼の

ことを思い起こさせた。 
8- 雌鳩たちが雄鳩（またわ小鳩）にこえをかけた。すると、私はマーリクを思い悲嘆

に襲われ胸の中は彼への熱い思い出で苦痛にさいなまれた。 
9- まるで、私はマーリクと同席したことも、夜をともにし、一緒に朝を迎えたことも

なかったかのようだ3)。  
10- 彼は一日たりとも非難されることなく生きた男であった。彼の周りには恩恵を求め

て多くの者が彼の住まいに身を寄せた。 
11- 彼に従う者は多く、おそらく人々はマーリクは近寄る者にとって夏と春の慈雨のよ

うな人物であったことを知るであろう。 
12- 部族の乳ラクダたちが北風に追われ、空腹のまま夕方帰ってくるが、冷たい強風が

ラクダの顔に当たりこわばらせていた（このような時マーリクは人々を助けてい

た）。 
13- マーリクのもとに客が来れば、強力で誇り高い保護者（であるマーリク）が彼の安

全を保証するのである4)。  
14- 私は命にかけて断言するが、冬の最も長い夜がひと時更けた頃客がおとずれるのに、

彼はなんと良い男であったことか5)。  
15- 飢餓が肌の白い女性らを日にさらすようなときに、彼は住まいにあるものを惜しみ

なく与えた。彼は吝嗇とは無縁の人物であった。 
16- 即ち、空に昇る時の太陽は、あまりの寒さのため、まるでサフランのように真紅で、

黄色い線が浮かんで見える（このような厳寒の食べ物の無いとき、彼は彼女らを助

                                                             
1) ᵓaqrun (単数  qarn 「角」) は滑車をつるす二本の木または両側壁のことで、その側壁に木を渡し

て滑車を固定した。qarnayni（二本の木）と双数にするところを複数で代用している。zurūᶜu（作

物）が主格となっているのは、作物はその水で潤されている、の意である。qāmat については

回転ロープのついた滑車とか、滑車を支える交差した木などの諸説があるが、カイロ版の解説

により滑車ととらえた。 
2) ṭulūᶜ は最後の星、朝の明星、太陽などの諸説があるが、夜の前半のひと時を表す hadᵓ から推

して次に昇る星と解した。 
3) No. 67, 20 行でも、長年ともに暮らしてきたが今生の別れにおよび、まるで一夜もともにしなか

ったようだ、と同趣旨のことを述べている。  
4) 上の句は wa-kāna ᵓid͟hā l-jānī taᶜammada mālikan（犯罪者がマーリクを頼ってくれれば）とも言

われており、この方が適当だと思われる。  
5) layli t-timāmi には種々の意味があるが、カイロ版の解説に従い、冬の最も長い夜とした。  
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けた）6)。   

                                                             
6) maḥl は飢饉を表すが、それは同時に食物が欠乏する厳寒の季節でもある。ḥuṣṣ（サフラン）は

赤または黄色に染める染料植物（wars「ウコン、インドサフラン」）のこととされる。なお、こ

の単語はブドウ酒の色を表すのにも用いられている：「酒にお湯が混ぜられると、あたかもサフ

ランが入っているように真紅に輝いている」（アムル・ブヌ・クルスームのムアッラカ2行）。 
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― ハニーファ族の女 ―

まえがき

この詩は女流詩人の哀悼詩の片鱗を良くうかがわせる作品である。  
彼女はハニーファ（Ḥanīfa）の族長ヤジード・ブヌ・アブド・アッラー・ブヌ・ア

ムル（Yazīd b. ᶜAbd Allāh b. c Amr）の死を悼んでいる。しかし、彼女が誰であったか

全く分かっていない。  
一般的に言って古代アラビアでは、死者への哀悼詩の多くは女性によって詠まれ

ていたようで、優れた哀悼詩は女性の作が多く、葬儀にあたり死者を哀悼するのも

女性の役割だったと考えられる。ワーフィル調、5行。 

テキスト

 مْرَأةَ  مِنْ بَنِِ حَنِيفَةَ ٱتِ قـَالَ وَ 

 يدُ زِ يَ  و عَمْر وأبَُ  ىجُلَّ ـأَخُو الْ 

 قُودُ فُ الْ  هُ لَ  انَ تُـفْقَدْ، وكَ  مْ لَ ف ـَ
 يدُ مُفِ  ف  تِ مِتْلَ عِلَّ الْ  ىلَ عَ 

زةَ  بَـقَر    دُ هُجُو  بِشَطِّ عُنـَيـْ

 عُودُ  هُنَّ ـحِل  لَ ـا يُ ا مَ ام  قِيَ 

 مِيدُ حَ ـ هَلَكَ ابْنُ قُـرَّانَ الْ أَلَّ    

ل  اامْرُؤ  هَلَكَتْ رجَِ   هَلَكَ أَلَّ 
ال  اسُ مَ بَّ  هَلَكَ امْرُؤُ حَ أَلَّ 
هِ يْ لَ  هَلَكَ امْرُؤ  ظلََّتْ عَ أَلَّ 
اوْح  مَوْتهِِ فَظلَِلْنَ ن ـَـمِعْنَ بِ ـسَ 

١١ - 

٢١ -
٣١ -
٤١-
٥١-

訳

1- ああ、賞賛に値するクッラーンの子、偉大な功績を残したアムルの父、ヤジードが

みまかった。 
2- ああ、一人の男が死んだ。多くの男は死んでも何も損なわれるものはないが、彼の

死は大きな損失である1)。  
3- ああ、一人の男が死んだ。彼は苦楽いずれのときもテント近くにラクダを繋ぎ止め

よく費やし、よく与えた。 
4- ああ、一人の男が死んだ。彼のためにウナイザ周辺で牝牛（のような女）たちが悲

しみのために日がな眠らなかった2)。  

                                                             
1) 多くの男には業績がなく、死んだとて何の損害もない、との意。  
2) カイロ版ではウナイザ（ ᶜUnayza）をアルバハラインの村としているが、おそらく誤りで、アッ

ルンマ渓谷（Wādī al-Rumma）にあった村であろう。s͟haṭṭ（岸辺）の代わりに  janb（側、周辺）

との伝承もあり、これに従った。  
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5- 彼女らは彼の訃報を聞いて一日中立って泣き止まなかった。（あまりの悲しみゆえ

に）香木をかぐことも許されなかった3)。   

                                                             
3) アルアスマイーは  nawḥan は「向かい合って泣くこと」と説明しているが、カイロ版では「立

ってなく女性」とあり、これに従った。 
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― ビシュル ―

 رشْ بِ 

まえがき

本名ビシュル・ブヌ・アムル・ブヌ・マルサド（Bis͟hr b. c Amr b. Mart͟had）。この詩

はアルアンバーリーのテクストでは5行となっているが、カイロ版では他の写本によ

り、6行目を加えており、それによって訳した。この詩人の一族については、No. 45 
でとりあげたサアド・ブヌ・マーリク家の血統図のとおりで、親族のなかには、大、

小のムラッキシュ、カミーア、タラファなどの詩人がおり、また、預言者ムハンマ

ドと同時代の大詩人マイムーン・アルアァシャー（Maymūn al-ᵓAᶜs͟hā）もこの一族の

血を引いている。 
『歌の書』（8, p.79; 前記  al-ᵓAᶜs͟hā の項）によると、詩人はラフム朝最後の王アブ

ー・カーブースに追われ、アルヤマーマにあった彼の部族の拠点にフライラ

（Hurayra）とフライダ（K͟hulayda）という二人の qayna（歌姫）をつれて逃げ込んだ、

とある。フライラについては、al-ᵓAᶜs͟hā が彼のムアッラカで誉めそやしている。  
詩人はクラーブ（Qulāb）というアサド族の土地でアサド族の男に殺された。これ

らのことから詩人は６世紀後半から７世紀初頭の人であった、といえる。  
この詩は、有名なタグリブ族の族長でムアッラカ詩人であったアムル・ブヌ・ク

ルスームと彼の仲間二人を嘲笑したものである。バシート調、6行。 

テキスト

 بِشْرُ بْنُ عَمْرِو بْنِ مَرْثَد   قـَالَ وَ 

 لرِّيِقِ بِ حَرْب  تغُِص  الشَّيْخَ ـأبَْشِرْ بِ 

 ا الر وقِ هَ ـابِ يَ أنَ ـْ نْ بُ عَ رْ حَ ـفُـرَّتِ الْ  إِذْ 
 يقِ فَارِ مَ لْ م  بِِ وْ ق ـَ، وَ ـىمَعَالِ الْ  نَ مِ 

 قِ و بُ سْ حَاد  غَيُْْ مَ وَ  ا تَـوَال  هَ ـلَ 

 لُوقُ بُسْرِ زُحْ الْ  ـىالِ أعََ  نْ هْوهِِ مِ لِزَ 

ينُ دِين   بَحَ الدِِّ َْ  وْثوُقِ مَ  يَْْ ا غَ إِذْ أَ

 هِ بِذِمَّتِ  ىقُلْ لِّبْنِ كُلْثوُم  السَّاعِ    

ََبَ لَ احِبـَيْهِ فَ ََ وَ  عَمْ  ااحُهُمَ  يَـنـْ
عَُ  لَّ  ََادِقَة   غِبَّ عِيَْ إِلَّّ الْ  يَـبـْ  
ى مُقَفِِّيَة  حْدَ ـا تُ لْ تَـرَى ظعُُن  لْ هَ بَ 
مُسْهِلَة  ـمُعْظمَ  فَجًّا بِ  نْ خُذْنَ مِ َََ 
 اهَ ـبِ  صَمْنَ اعْتَ ا مَعَدًّا وَ يهَ فِ  اربَْنَ حَ 

١١ - 

٢١ -
٣١ -
٤١-
٥١-
٦١- 

訳

1- クルスームの倅、すなわち、防衛義務を果たすのに努める男に告げよ：“戦争は経験
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豊かな老人をさえ唾で窒息させるものだ”と、私は良い知らせを伝えてやる、と1)。 
2- また、同じ事を彼の二人の仲間にも告げよ：“戦争がその長い牙をあらわにするとき、

良い朝を迎えないように”、と2)。  
3- 彼は輝かしい武勲をあげる確かな見込みがつくまでたじろぎ、思い悩み隊商を送ら

ず、部下たちは十字路に散在したままである3)。  
4- 否、君に見えるか、婦人を乗せたラクダが連なって先導されて行くのを。彼女らに

は後に続く者や他の者に追い越されない御者がついていたか4)。  
5- 彼女らはムウザム（または、本道）からそれて、山路をたどった。完熟したナツメヤ

シの実の表面の黄色や赤色の模様の滑らかな衣が乗り籠を覆っていた5)。 
6-（攻撃命令が）信頼出来ず服されなくなったとき、彼女らはラクダの乗り籠の中でマ

アッドとの戦いで身を守ろうとした6)。  
 
  

                                                             
1) クルスームの倅とはムアッラカ詩人アムル・ブヌ・クルスームのことで、風刺的表現とされる。 
2) 仲間二人が誰と誰か不明である。なお、襲撃は早朝行われるのが常で、ᶜim ṣabāḥan（良い朝、お

早う）がその挨拶。 
3) 軍隊のことを、 ᶜīr（ラクダの隊商）と呼んで蔑んでいる。  
4) 敵軍をラクダの籠に乗った婦人の行列として嘲笑している思われる。  
5) これも敵軍を婦人になぞらえ、堂々と本道を進まず、こそこそと山道に入り、戦意がないこと

をあざけっている。ムウザム（muᶜẓam）は地名かもしれない。 
6) 3行でアムルの軍は戦う用意の無い隊商だとし、4行で戦士をラクダ籠に乗った婦人になぞらえ、

5行で相手を避けて山路に入り、6行で服従しない婦人がラクダ籠の中で身を守るとし、全体と

してアムル軍を軽蔑している。 
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― ビシュル ―

 رشْ بِ 

まえがき

アルマルズーキーによれば、アルアスマイーはこの詩の作者はフジュル・ブヌ・

ハーリド・アルマルサディー（Ḥujr b. K͟hālid al-Mart͟hadī）だとしている。アブー・

タンマームはハマーサ詩集にフジュルの詩を４篇載せている。そのなかには、ラフ

ム朝のアンヌウマーン・ブヌ・アルムンジル王への賞賛詩が含まれている。ビシュ

ルは彼の伯父で、２世代前の人である。詩の内容は、ある部族の寛容さや自部族の

自慢となっているが、省略されている部分があるらしく、また、行の順序が乱れた

のか、前後の関係が不明な箇所もある。なお、3行目と11-15行目まではカイロ版に

より追加した。カーミル調、15行。 

テキスト

 بِشْر  أيَْض اقـَالَ وَ 

 مُعْجِبَا ائ  ي ـْشَ  مَ وْ ي ـَرأَيَْتُ الْ  ـىأنَِِّ 

 لَبَاعْ يَـقْتَْوُنَ الثّـَ  ةَ بَـنُو خَفَاجَ وَ 
 مَغْضَبَا ىَ ـأرََى لِ  ـىأنَِِّ  غَضِبْتُ لَوْ وَ 

 شِبَامُعْ ـالْ مِيلَ حُل ونَ الَْ ـيَ  مَّنْ ـمِ 

 شْرَبَِ هُمُ شَربِوُا دُعِيتُ لَِ  اإِذَ وَ 

 ى ألَْعَبَاـتَّ بيِتَ حَ أنَْصَرِفْ لَِ  لَْ 

 بَارِبُ مُعْتِ تَضْ ا مُنـَعَّمَة  وَ خَوْد  

 بَااءِ تَـزَعَّ ا أزَْمُ الشِّتَ هُضْم  إِذَ 

 بَامُذْهَ الْ  اكَسَوْهَ   دْ يَّةَ قَ فِ مَشْرَ الْ وَ 

 جَبَاـأنَْ النَّجِيبُ فَ انَ هُوَ بَـنُوهُ، كَ وَ 

 بَاَْهَ الَْ  يقَ طنَِزيِنَ يُسْقَوْنَ الرَّحِ 

 ى تَذْهَبَاـتَّ تِ دَهْرِ السَّوْءِ حَ لَزَبَِ 

 اركَْبَ ي ـَ مُ أنَْ هُ ن ـْو مِ جُ رْ ي ـَى وَ ـحْبَ ـيُ 

 بَاهِراَوَةِ سَرْحَ ـلَ الْ ثْ ا مِ ح  ارِ قَ  أوَْ 

 حْقَبَالَْ ا مُدِلَّ ـاءَ تَـعْتَبِطُ الْ شَوْهَ 

 ل  ائِ وَ  أبَلِْغْ لَدَيْكَ أبََِ خُلَيْد     

مُعَزِِّب   نِ يْ وَ ب ـُلْ نَ جَعْدَةَ بِِ أَنَّ ابْ 
ـىاءَنِ سَ  وَ أيَْتُ رَ  دْ ا قَ مَّ ـفأَنَفِْتُ مِ 

يْْهَمْ الِكَ غَ دْ أرََى حَيًّا هُنَ قَ لَ وَ 
مُ يهِ ةِ فِ افَ خَ مَ الْ  نَ يُْ مِ كِ  أَسْتَ لَّ 

مْ هِ ـانِ يَ أَحْ  ىلَ وإِذَا هُمُ لَعِبُوا عَ 
ابُ مِثلَهَ اوِ جَ ـتبَِيتُ دَاجِنَة  تُ وَ 
ة  احَ مَ ـسَ ى وَ إِخْوَة  جَََعُوا نَد   ـىفِ 
خْلُولَة  ـهِمْ مَ ـابِ ادَ ثيَِ تَـرَى جِيَ وَ 

الهُُ فَـعَ  كَر ُِ نُ مَرْثدَ  الْ بْ  وعَمْرُ 
 لُودَهُمْ جُ  راَهُمُ يَـغْشَى الرَّفِيضُ ت ـَوَ 

 هِمْ لـِاةُ مَ رَ ث ـْوكَ  مْ تـُهُ احَ مَ ـغَلَبَتْ سَ 

 ائهِِمْ حِبَ  ـِيَـعْفُوهُمُ لى تَـرَى الَّذِ وَ 

 زلّ   بَِ ل  فَحْ مُفْكِهَة  وَ  اءَ أدَْمَ 

 مِرَّة  اةِ طِ قَنَ لَ الْ ثْ ا مِ ح  ارِ قَ  أوَْ 

١١ - 

٢١ -
٣١ -
٤١-
٥١-
٦١-
٧١-
٨١-
٩١-
١٠-
١١-
١٢-
١٣-
١٤-
١٥-
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訳

1- お前の家のフライドの父ワーイルに“私は今日驚くべきものを見た”と伝えよ1)。 
2- すなわち、ジャアダの息子はラクダをアルブワインという遠くの牧草地に送り、ハ

ファージャの息子たちは一匹の狐を捕えようとして追っていったのだ2)。  
3- 私はこの光景に嫌気が差した。それは私の気分を害した。しかし、立腹すべきより

どころが見つからなかった。 
4- 私は牧草が豊かなアルアミールの地に住んでいた者たちの中に、彼ら以外の部族を

見ることもあった3)。  
5- 彼らの中で私はへりくだることは無い。すなわち、彼らが酒盛りするときには、私は

招かれて（彼らの一緒に）飲む4)。 
6- 彼らが時を決めてゲームをするときには、私は夜を過ごすためにと立ち去らず、ゲ

ームに加わった。 
7- 歌姫が夜どうし他の歌姫とかわるがわる歌う。相手の歌姫も若くて美しく安楽な育

ちで、人々を満足させるウードを掻き鳴らす。 
8- 兄弟のなかにあって、彼らは寛大さと気前よさを併せ持ち、冬の飢餓が広がる時に

は、財産をなげうって人々を救った。 
9- 君は彼らが着ている上等の衣服はほころんでいるが、アルマシュラフィーヤ剣は黄

金で飾られているのを見るであろう5)。  
10- アムル・ブヌ・マルサドはその行いのすべてにおいて高貴である。その息子たちは、

彼が高貴な生まれで生んだ高潔な子らである6)。  
11- 君は彼らの皮膚を汗が覆っているのを見るだろう。彼らは冗談をあざけ笑い、赤味

がかった最良のブドウ酒が振舞われる。 
12- 彼らの寛大さと財産の多さは、悪運がもたらす災難に打ち勝ち、災難は消滅してし

まうだろう。 
13- 君は彼らに贈り物を求める者には、それが与えられるのを見るだろう。その上、乗

り物までも贈られる望みがある。 
14- すなわち、ミルクを良く出す立派な雌ラクダか、9歳に達した雄馬か、長身で歯が

出そろい杖のようによく引き締まった雌の5歳馬か、が与えられるだろう。 
15- または、槍のように細身の、飛び跳ねようと奮い立つ雌馬が与えられるかもしれな

い。この馬は美しく臀部に白い斑がついていて、体力、走力に優れた野生のロバを

                                                             
1) フライドの父（Abū K ͟hulayd）すなわち  Wāᵓil b. S͟huraḥbīl b. Mart͟had のことで、詩人の兄弟。 
2) 詩人が驚くべきことと言っているのは、Banū K ͟hafāja という名門の人々が、運命のいたずらに

より落ちぶれ飢餓に襲われ狐を狩るようになったのに引き換え、小部族であった  Banū Jaᶜda は
ラクダを遠隔地まで送るほどに成り上がったことをさす。これら両部族はいずれもラビーア系

のアーミル・ブヌ・サアサアの支族で、詩人が属するカイス・ブヌ・サアラバの居住地に隣接

するアルヤマーマ南部に住んでいた。 
3) 「彼ら以外の部族」が何部族か不明。 
4) 彼らが何部族か不明である。ただ、詩人の部族でないことは明らかである。おそらく2行にある

ハファージャ（K ͟hafāja）のことであろう。 
5) 彼らは衣服や食べ物については無頓着で、もっぱら武器に気を配っていた。アルマシュラフィ

ーヤ剣については  No. 12, 10行を参照。 
6) アムル・ブヌ・マルサドは詩人の父のことで、ここから詩人は彼の一族を自慢している。  
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狩ることができる7)。  
 
 

 
  

                                                             
7)  s͟hawhāᵓ には種々の意味がある。ᵓas͟hwah の女性単数形で「醜い、美しい、不運、凶眼、顎が張

っている」など多義にわたる。ここでは前後の関係から美しいと訳した。  

―  33  ―



アラブ・イスラム研究  第15号  (2017) 
 
 

〔34／44〕 

― アブド・アルマシーフ・ブヌ・アサラ ―

 ةل  س  ن ع  يح بْ سِ م    اضد بْ ع  

まえがき

本名はアブド・アルマシーフ・ブヌ・ハキーム・ブヌ・アフィール（ ᶜAbd al-Masīḥ 
b. Ḥakīm b. ᶜAfīr）。アブド・アルマシーフ（メシヤの奴）という名前からみて、お

そらく、この詩人はキリスト教徒であったと思われる。アサラ（ ᶜAsala）は彼の母

の名である。 
彼の5代前の祖先にあたるムッラ・ブヌ・ハンマーム・ブヌ・ムッラによる詩は

本詩集  No. 82 に組み込まれている。  
アブド・アルマシーフはバクル・ブヌ・ワーイル系の勇族シャイバーンに属し、

メソポタミヤに勢力を張っていた。この詩は同じくメソポタミヤにいたバクル・

ブヌ・ワーイル系の別部族であったアンナミル・ブヌ・カーシト（al-Namir b. Qāsiṭ）
族のカアブという男が酒宴で飲み過ごし、愚行に及んだのを中傷したものである

が、読まれた年代は不明である。カーミル調、8行。 

テキスト

 عَبْدُ الْمَسِيحِ بْنُ عَسَلَةَ قـَالَ وَ 

 جُرْمِ ـالْ  قِلَّةِ وَ  امِ النِّدَ  نِ حُسْ 

 مِ عُجْ الْ  اوُمَ ى نَـؤُوبَ تَـنَ ـتَّ حَ 
 النَّجْمِ  الَةَ خَ اكِ وَ عَمَّ السِّمَ 

 عْمِ ف ـَ مِعْصَم   ـِجَبِيِْ بـفَـوْقَ الْ 

 كَرْمِ الْ  اطِفِ قَـنَأَتْ أنَمِلُ قَ 

 مِ حِلْ ـالْ نِ مِ خُونُ بِ ـتَ  دْ نْ قَ كِ ــ
 مِيتَـنْ  اهَ ـمُولِ ـحُ شَ جَعَلَتْ ريََّ 

 كَلْمِي   تُـرْقِئُواأَكْلِمْكُمُ لَّ 

  عَلَىقَصَرْتَ  وْ  كَعْبُ إنَِّكَ لَ يََّ    

الِّلنَُ اعِ مُدْجِنَة  تُـعَ مَ ـسَ وَ 
اسِبـُهَ حْ ـالنَّمَرىِ  يَ لَصَحَوْتَ وَ 

قَـعَتْ ا وَ دَ مَ عْ هَلْهِلْ لِكَعْب  ب ـَ
مَ  امَ اءِ كَ جَسَد  بهِِ نَضْحُ الدِِّ

 ـــل  رُ ليَْسَتْ مِنْ أَخِيكَ وَ مْ خَ ـالْ وَ 
ُ وَ   إِذَا السَّفِيهَ  ىَ الرَّأْ تُـبَيِّْ
آلِ مُرَّةَ إِنْ  نْ مِ   امْرُؤ  أنََ وَ 

١١ - 

٢١ -
٣١ -
٤١-
٥١-
٦١-
٧١-
٨١-

訳

1- おお、カアブよ。お前が自制して飲み友達と和やかに付き合い、かれらの気分を壊

さなければ良いのだが。 
2- 曇天の日に我々を楽しませてくれる歌姫の歌を聞いて、ペルシャの王たちが眠りに
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ついたように、家に帰って休みたいものだ1)。  
3- お前がしらふであったなら、ナミル族の男（であるお前）は、歌姫を乙女座の角星

の伯父かその星の叔母のように（美しいと）思ったことであろう2)。  
4- 控えよ、カアブ、歌姫がふくよかな手首（腕輪）をお前の前の額に当てたからとは

いえ（手出しするな）。 
5-（額に傷がつき）血がにじみ出て赤黒く乾いたが、まるで、ブドウを摘む者の指先

が赤く染まっているようだった。 
6- ブドウ酒は決してお前の兄弟ではない。むしろ、分別ありと信じている者を裏切る

こともある。 
7- ブドウ酒の酔いが深まれば（良い気分になって）、馬鹿げた考えも立派だと思って

しまう3)。  
8- 私はムッラ一門の男だ。もし私がお前たちを風刺して傷つければ、傷から出る血は

お前たちには止められないだろう4)。  
 
 

 
  

                                                             
1) mudjina は  dājina のことで、タラファのムアッラカ59行にもあるとおり、曇天の日、野外での

活動が出来ないときにテントで楽しむ歌姫を指す。tanāwuma を  tanāᵓuma（< 語根  n-ᵓ-m「うな

る」）と取り、「雄鶏の鳴き声」との解説もある。しかし、アルアスマイーが、ペルシャ人は眠る

時や目覚めるときに、楽しい音楽を聴いて気楽に眠り、あるいは、目覚めるのが習慣となって

いたと説いており、これに従った。 
2) 歌姫が彼の方に進み出て、誤って腕輪が彼の額に当たって傷をつけてしまった。彼は怒って彼

女を平手で叩いた。 
3) tubayyinu の意味は、アブー・ジャァファルが伝える  tujayyinu「立派に見せる」によった。 
4) 風刺詩が人々に伝えられ断ち切ることが出来なくなることを、止血の難しさにたとえている。

これは、カアブが詩人に仕返しをすれば致命的な打撃を与える風刺詩を流布させるぞ、と脅し

た文句。 
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― アブド・アルマシーフ・ブヌ・アサラ ―

 ةل  س  ن ع  يح بْ سِ م    د اضبْ ع  

まえがき

この詩は、夜明け前に遠隔地の草原に駿馬を駆って狩に出た模様を詠んだもの

である。バシート調、5行。 

テキスト

 عَبْدُ الْمَسِيحِ بْنُ عَسَلَةَ أيَْض اقـَالَ وَ 

فَعُ النـَّعْلُ فِ لَّ   افـِىحَ ـالْ  راَقِهِ رَق ـْ ـى تَـنـْ

َْدَافِ  أَنَّ جُؤْجُؤَهُ مَدَاكُ كَ   أَ
ََ فِي  مُسْتَخْ   ـىافِ خَ ـهُ الْ يُْْ غَ وَ ـى احِبِ ا 

 فِ خُطَُّا ـِا بهَ ن ـْمِ  مُعْلَق  أنََّهُ كَ 

 ـىطَُّافِ بَـرْدِيِّهِِ ال عَلَي ـىِِّ تِ مَرَّ الَْ 

بـَتَهُ يوِ  التـَّهْ عَلَ  دْ ازِب  قَ عَ وَ      لُ جَنـْ

 ََ ََ دِلّ  مُعْتَ  يدِ السِِّ ا كَ احِب  بَّحْتُهُ 
افِرهُُ عَصَ  ىلَ أنَْ تَـلْغَ بْ كَرْتهُُ ق ـَبَِ 
فَعُ الْ لَّ  حَذَّرهَُ ـنْ تَ هُ أَ نْ حْشَ مِ وَ  يَـنـْ

اي  هُ مَرَّ مُنـْتَحِ نْ مِ  عُ إِذَا أوَُاضِ 

١١ - 

٢١ -
٣١ -
٤١-
٥١-

訳

1- しばしば遠くの草原に行ったが、そこには多彩な花がすぐ伸びる草の上に咲き誇っ

ており、輝く露の中ではサンダルも役立たず素足同然だ1)。  
2- 私は（夜のうちに出発し）早朝その草原にオオカミのように活発な友（すなわち愛

馬）とともに行った。馬の胸はまるで、真珠貝を砕く石のように黄色であった（馬

の胸は花粉で染まり、まるで真珠貝を砕く石のように黄色になっていた）2)。  
3- 私はその草原に小鳥たちが鳴き始める前に朝早く行って、相棒の馬を獲物にきづか

れないよう、（背の高い草の中に）隠そうとしたが、他の馬は隠せても（私の馬は背

が高くて）隠せなかった。 
4- しかし、たとえ野獣が警戒したとしてもこの馬からは逃れられない。あたかもこの

馬は、獲物の上に垂れている鉄かぎのようなものであるかのようだ。 
5- 私がこの馬を静めようとすると、（馬は獲物に向かって）押し分けて突進する。ま

るで、洪水が行く手のパピルスに向かって流れるような勢いである。

                                                             
1) wāw は  wāw rubba。  
2) madāk は香料を砕く石、解説ではこの馬は栗毛（kumayt）だとある。その理由として、胸が黄色

いことをあげている。しかし、花粉がついて黄色になった可能性もある。  
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― サアラバ・ブヌ・アムル ―

 رومْ ن ع  ة بْ ب  ل  عْ ث   

まえがき

この詩人については、すでに  No. 61 で紹介した。この詩では、廃墟の描写、次

いで、馬を取り上げ、武器に触れ、死を恐れない自己の勇気を誇っており、いわ

ゆる自賛（fak͟hr）を主題とした作品である。3, 11, 12, 13 の4行はカイロ版により

追加した。タウィール調、16行。 

テキスト

 ثَـعْلَبَةُ بْنُ عَمْر و الْعَبْدِى  قـَالَ وَ 

 احِفُ وَ ف ـَ كَثِيبُ ا الْ هَ  مِن ـْار  خَلَ قِفَ 

 ارِفُ خَ ا الزَّ فِيهَ  لسَّمَّانِ تَـلَعَّبَ بِِ 
 الِفُ خَ ـيُ وَ  رةَ  يقُِيمُ يَدَيْهِ تَ 

نـَيْهِ عَ وَ   ارِفُ  طَ عِ الص نْ  نيَـرْفَعُ عَيـْ

 اذُفُ قَ وَليِدِ ت ـَلْ بِِ  ايهَ فِ اظَتْ وَ فَـقَ 

 ادِفُ مَجَ ـأَخْطُأَتَْهُ الْ  ـى  ظبَْ  إِحْضَارَ وَ 

 ارِفُ أوَْرَقُ شَ  ىِِّ حَ ـالْ  ـىفِ  هِ خُب  بِ ـيَ 

ََائِفُ كْ حْفِشُ الُْ ـابيِبُ غَيْ   يَ شَ   مَ 

  يَـنْآدُ فِيمَا يُصَادِفُ لَّ وَ  ىمْضِ ـيَ وَ 

 ائِفُ ةِ جَ ضُ قَصَّالُ الضَّريِبَ يَ أبَ ـْوَ 

ََ مَّا عَ  وَ  هُ لَّ وَ   فُ ارِ يَـقْدِرُ اُلله 

 فُ ائِ ا الطَُّوَ هَ ن ـْمَرَّ مِ ـاحْ ا وَ نَـوَاجِذُهَ 

 انِفُ تُ جَ وْ مَ  الْ لَّ  يَـنْجُو وَ تِ لَّ وْ مَ مِنَ الْ 

 آلِفُ  أَسْوَدُ وَ     أرَاَجِيلُ أحُْبُو 

 فُ قاَئِ  ىَ ثْرِ لِِ  ا هَاد  هَ ـخُب  بِ ـيَ 

 فُ ا مَتَالِ سَ فِيهَ يْ لَ  أيََّةُ أرَْض  وَ 

ََ ـأنََّ كَ   لِمَنْ دِمَن       ائِفُ حَ هُنَّ 

امَ ـأنََّ عُهُودُ كَ ا الْ ثَتْ فِيهَ ا أَحْدَ فَمَ 
هِ وَاتِ دَ ب  بِ اتِ ا كَ هَ ي ـْلَ أَكَبَّ عَ 
عَهُ  َُنـْ ااجِي  عُ سَ نَ يَصْ  انَ ا كَ مَ  رَجَا 

تُذَلْ  لَْ ا وَ توُشَمْ يَدَاهَ  اءَ لَْ شَوْهَ وَ 
اهَ ـانِ  عِنَ لْءَ تُـعْطُِيكَ قَـبْلَ السَّوْطِ مِ وَ 

بَـعْضُهُمْ ، وَ ا يَـوْمَ الص راَخِ هَ ـتُ بِ بلَِلْ 
هُ مَدَّ وَ  ريِحَ  ىِ النـَّهْ  ببِـَيْضَاءَ مِثْلِ 

ذَوَاقِهِ  دَ نْ مُطَُّردِ  يُـرْضِيكَ عِ وَ 
هَاأعُِ  ح  نَـبْع  سِلَ  نْ راَءُ مِ ََفْ وَ  د 

 قُوَىاهِنِ الْ وَ  لَّ  بِ رْ حَ ـالْ  ـىفِ  ئ  ادُ امْرِ عَتَ 

 بَدَتْ  اعَوَانَ إِذَ الْ  بَ رْ حَ ـبهِِ أَشْهَدُ الْ 

هْرَ أنََّ  دْ قَ ئ  رِ الَ امْ قِتَ   هُ أيَْـقَنَ الدَّ

  بَِبهَُ حْرُسُ ـغُمْدَانَ يَ  ـىكُنْتُ فِ   وْ لَ وَ 

 ـىتِ ، حَيُْ  كُنْتُ، مَنِيَّ ـىتَـتْنِ ا لََ إِذ  

 امَهَالِكَ سَادِر  ـالْ  ـىآتِ  أمَِنْ حَذَر  

١١ - 

٢١ -
٣١ -
٤١-
٥١-
٦١-
٧١-
٨١-
٩١-
١٠-
١١-
١٢-
١٣-
١٤-
١٥-
١٦-
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訳

1- 文字が記された羊皮紙のような模様をていする廃墟はそも誰のものか。そこは荒れ

果てており、アルカシーブとワーヒフには人影もない1)。 
2- 相次ぐ雨が（廃墟の跡地を）洗い流し、塗料でいたずらをしたように地面に明るい

飾り模様が描かれている。 
3- 書き手が地面にインクつぼをもって腹ばいになり、まず、直線を引き、次に、曲線

を描いたようだ2)。  
4- 彼は書き仕事をしている間は作品をじっと見つめていたが、やがて、目をあげて作

品からそらした3)。  
5-（私は）多くの見事な雌馬を持っていた。それらは（病気のため）前足に焼きごて

を当てられたことも、卑しい仕事につかされることもなく、夏の暑い頃には奴隷を

乗せて駆け回る4)。  
6- 馬は君が鞭で打つ前に全速力で駆け出し、射手が射損ねて逃げるガゼルのような速

さで疾駆する。 
7- 助けを求める叫び声が聞こえ、これに応じようとする日、私はこのような馬を入手

していたが、他の者は灰色の老いぼれたラクダ5)に乗って部族の中をゆっくり歩い

ていた。 
8- 私は白く輝くくさび帷子で身を固めていたが、それは夏に丘を削るほどの夕立で水

かさを増した池に風が当たり、さざ波立った水面のようであった6)。  
9-（私は）滑らかでほどよい長さの槍を持っているが、それを試してみれば、立派さ

に君は満足するであろう。出会いがしらの（敵を）刺しても曲がることはない7)。 
10-（私は）ナブウの木で作られた黄色の弓を持っている。これらが私が備えている武

器であるが、加えて白く光った刃の剣があり、これは、相手を良く切り、腹部を裂

く（鋭利なもの）。 
11- 無力ではなく、また、神が定めた運命から逃げ出さない男の武器とはこのようなも

のだ。 
12- 私はこれらの武器でもって、戦争が奥歯をむき出し、手足を赤く染めるとき、度重

なる戦いに臨んだ8)。  
13- 私は、死からは逃れられない、また、死も放置しないという運命を、良くわきまえ

た男が戦うように戦闘に突入した。 
14- たとえ、私がアビシニアの歩兵と土地になじんだ毒蛇が城門を守る、グムダーン城

の中にいても9)、  

                                                             
1) アルカシーブ（al-Kat͟hīb）はアルバハレーンの村。詩人が属したアブド・アルカイスの土地、ワ

ーフィフ（Wāḥif）は不明であるが、おそらく近くの土地であろう。  
2) 詩人には文字や書物に触れる機会が多くあったであろう。しかし、第三者的な述べ方からして、

読み書きができたとは思えない。  
3) rajā「望む」では意味が曖昧である。 ranā「じっと眺める」の写し間違えかも知れぬ。  
4) s͟hawhāᵓ < ᵓas͟hwah は多義であるが、「気性のすぐれた見事な雌馬」という解説に従う。  
5) ᵓawraqu「灰色のラクダ」は最も卑しいとされ、救援の役に立たないと言われている。  
6) 刀や鎧の輝きはしばしば水かさが増した小川や池の水面のそれになぞらえられる。  
7) muṭṭarid 槍の異名として  No. 17, 50行でも用いられている。 
8) ṭawāᵓif は  nawāḥī「あたり、周辺」と解説にあるが、レインの辞書により「手足」と訳した。  
9) アルヤマンのアビシニア軍が守るグムダーン（G͟humdān）城はテントに住むアラブに強い印象
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15- どこにいても、死は私をきっと見舞うであろう。あとをつける案内人が死を伴って

私の足跡を辿り、急ぎ訪れるであろう。 
16- 私が危険な場所に警戒のあまり、途方にくれて訪れるであろうか。否、滅亡の危険

が無い土地など断じてない10)。

  

                                                             
を与えていた（No. 9, 41行の注を参照）。この文句から見ると、この詩人の時代ヒムヤル王サイ

フ・ブヌ・ジー・ヤザン（Sayf b. d͟hī Yazan）とペルシャの将軍ワフリズ（Wahriz）連合軍はま

だアルヤマンを奪回していなかったことを暗示している。奪回したのは570-579年頃とされてい

る。579年には遠征軍をアルヤマンに送ったアヌーシルワーンが没している。  
10) 彼は用心深いと批判する者に対する非難。  
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― アブー・カイス・ブヌ・アルアスラト・アルアンサーリー ―

 يارِ ص  نْ ت ال  ل  سْ ن ال  س بْ يْ و ق   بح أ  

まえがき

本名サイフィー・ブヌ・アーミル・ブヌ・ジャシュム（Ṣayfī b. ᶜĀmir b. Jas͟hm）。

父のアーミルの通称がアルアスラトであったので、詩人の通称にこれが用いられ

ている。 

預言者ムハンマドがヤスリブに622年に移住（hijra）したのは同地のアルアウス

とアルハズラジュ両部族が対立して紛争を繰り返し、調停者が必要であったから

だと言われている。預言者が移住した後にイスラーム共同体が生まれ、ヤスリブ

は Madīnatu n-Nabī（預言者の町）となった。預言者没後、跡を継いだ最初の3人の

カリフは、ここを本拠としてイスラームの大征服事業を指導した。この間、前記

両部族はアンサール（anṣār「援助者」）として征服事業に参加した。  

この詩は預言者が調停者として招かれる前の両部族の争いの一局面を詠んだも

のである。両部族は、最後の戦い、すなわち、ブアース（Buᶜāt͟h）の戦いで互いに

消耗して預言者を調停者として迎えたが、この詩はそれ以前の両部族によるハー

ティブ（Ḥāṭib）の戦いに言及したものである。（ただし、『歌の書』（17, p.161）は

ブアースの戦いとしているが、Lyall 校訂本ではハーティブの戦いとしている。）

ハーティブの戦いの経緯は、概略、以下のとおり。 

ズブヤーン族のバヌー・サアラバ・ブヌ・サアド（Banū T͟haᶜlaba b. Saᶜd）出身

のある男が、アウス族の名門でハーティブ・ブヌ・カイス（Ḥāṭib b. Qays）を家長

とするムアーウィヤ家の庇護民であった。彼はある日、ヤスリブのバヌー・カイ

ヌカーウ（Banū Qaynuqāᵓ）の市場に買い物に出かけた。ハズラジ族のヤジード・

ブヌ・アルハーリス（Yazīd b. al-Ḥārit͟h、母の名はフシュム Fus͟hum であったので

彼はイブン・フシュム Ibn Fus͟hum「フシュムの倅」と呼ばれていた）が、ムアー

ウィヤ家の庇護民が市場に来ているのに気づいて、あるユダヤ人に、あの男を平

手打ちにしたら外衣をやると約束した。そのユダヤ人は言われたとおり、その男

を平手で打って、外衣をもらった。ところが、平手打ちした音は市場にいた者た

ちに聞こえるほどで、叩かれた男は「ハーティブ家の衆、助けてー」と叫んだ。

これを聞いてハーティブが現れ、叩いた男を確かめ、件のユダヤ人の頭蓋骨を刀

で裂いた。イブン・フシャームはこの知らせを受けとると現場に駆けつけたが、

ハーティブは家に引き上げてしまっていたので、代わりに、居合わせたムアーウ

ィヤ家の別の男を殺した。これが引き金となって兄弟部族とされたアウスとハズ

ラジ両部族の抗争が拡大し、全面的な戦争になった。  
詩人アブー・カイス・ブヌ・アルアスラトは、この戦いでアウス族の司令官で

あった。両部族の抗争はブアースの戦いで終止符を打つが、詩人は最後まで指揮

を執った。 
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ハーティブの戦いではアウスは苦境に立たされるが、ブアースの戦いでは勝利

し、ハズラジに大きな損害を与えたことになっている。  
詩人は長い間、戦争のため家を空けていた。戦いが終わり、家に帰ってドアを

ノックすると妻のカブシャ・ビント・ダミラ（Kabs͟ha bint Ḍamira）が変わり果て

た夫を夫と思わず、避けようとした。  

そこで彼は、彼女の名を口にした。その声を聞いて彼女は初めて夫だと気づい

た。このように、この詩は彼女に戦争における苦難を語るところから始まり、鎧、

刀、盾などの武器について語り、一族の盛んな武威、自己の勇気を誇っている。  
アブー・カイスはイスラームに改宗するつもりであったらしいが、改宗する前

に没したようである。彼の没年は不明である。彼の息子のウクバ（ ᶜUqba）はイス

ラームに帰依し、A.H. 15（A.D. 636）年のカーディシーヤの戦いでカリフ軍に加

わり戦死している。サリーウ調、24行。 

テキスト

 أبَوُ قَـيْسِ بْنُ الَْسْلَتِ الَْنْصَارىِ  قـَالَ وَ 

 ىمَاعِ ـإِسْ  قَدْ أبَْـلَغْتَ  ف ـَمَهْل  

 اعِ أوَْجَ  حَرْبُ غُول  ذَاتُ ـالْ وَ 
 جَعْجَاعِ  ـِب هُ سْ بِ حْ ـتَ مُرًّا، وَ 

 تََْجَاعِ  ا غَيَْْ أَطْعَمُ غُمْض  

 اعِ سَ  أْنهِِ شَ  ـىفِ  ئ  ل  امْرِ كُ 

 عِ قَا لْ بِِ ىِ النـَّهْ فَضْفَاضَة  كَ 

 قَطَُّاعِ  مِلْحِ ـالْ مُهَنَّد  كَ 

 مَرَ قَـرَّاعِ ـجْنَاء  أَسْ ـمُ وَ 

هْرِ، جَلْد  غَيِْْ مِ   جْزاَعِ ـللِدَّ

 هَاعِ ـالْ فَكَّةِ وَ الْ إِدْهَانِ وَ 

 ىالرَّاعِ كَ   قـْوَامِ الَْ  ـىفِ  ى  مَرْعِ 

 لصَّاعِ أعَْدَاءَ كَيْلَ الصَّاعِ بِِ 

 دُفَّاعِ ذَاتِ عَراَنِيَْ وَ 

 أَجْزاَعِ غِيل  وَ  ـىتَْْ فِ يَـنْهِ 

 مَّاعِ ـرِ جُ ـمْع  غَيْ ـجَ ـنِ بَـيْ  مِنْ 

 ىإِسْراَعِ ي وَ ائِ إبِْطَُ  انَ ا كَ مَ 

اعِيـى آتِ فِيهِمْ، وَ   دَعْوَةَ الدَّ

 خَنَاـتَـقْصِدْ لقِِيلِ الْ  لَْ تْ، وَ الَ قَ  

هِ مْتِ ـأنَْكَرْتهِِ: حِيَْ تَـوَسَّ 
جِدْ طَعْمَهَا ـَحَرْبَ يـمَنْ يَذُقِ الْ 

مَافَ  ىسِ بـَيْضَةُ رأَْ حَصَّتِ الْ  دْ قَ 
مَالِك   ـىجُلِّ بنَِ  ىلَ عَ  ىأَسْعَ 

اءِ مَوْضُونةَ  عْدَ لَْ أعَْدَدْتُ لِ 
رَوْنَق   ىبِذِ  ـىا عَنِِّ أَحْفِزهَُ 

د هُ ام  وَادِق  حَ ََدْق  حُسَ 
اذِر  مُسْتـَبْسِل  حَ  ئ  آمْرِ  بِز  
ــ مِنَ الْ يْْ  قُوَّةُ خَ الْ وَ  حَزْمُ ـالْ 

 ــلْ  اوَلَّ  ىِّ  قُطَُ  مِثْلَ ا ليَْسَ قَطُ  

لََُ الْ لَّ  ََ  ـ الـْهِ بِ  ىجْزِ ـنَ وَ  قَتْلَ  

 مُسْتـَنَّة  ـبِ  نَذُودُهُمْ عَنَّا

 هُمْ أسُْد  لَدَى أَشْبُل  ـــأنََّ كَ 

 ة  ايَ لنََا غَ لَّتْ وَ جَ ـتَ ـى حَتَّ 

 خَيْلَ إِذْ قَـلَّصَتْ ـألَْتِ الْ  سَ هَلَّ 

 حُبِّهِ  ىلَ الَ عَ مَ هَلْ أبَْذُلُ الْ 

١١ - 

٢١ -
٣١ -
٤١-
٥١-
٦١-
٧١-
٨١-
٩١-
١٠-
١١-
١٢-
١٣-
١٤-
١٥-
١٦-
١٧-
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 ىعِ هِ بَِ بِ  يَـقْصُرْ  لسَّيْفِ لَْ بِِ 

 هِلْوَاعِ  اءَ أدَْمَ  ىلَ فِيهِ، عَ 

 أقَْطُاَعِ وَ  ىِّ  حَارِ  ـِحُشَّتْ ب

 عِ مِظْلَ  يِْْ غَ ضَّرْبِ أمَُون  

 زَعْزاَعِ  مْأَل  حَصَّاءَ ـشَ  ـىفِ 

 أقَْطُاَعِ  ذَاتِ  اريَِّة  أوَْ حَ 

 خَدَّاعِ  لَوْنَيِْْ  ىرَهْن  بِذِ 

 ىوَغَ مَ الْ وْ قَوْنَسَ ي ـَأَضْرِبُ الْ وَ 

 خَافُ الرَّدَىـخَرْقَ يُ ـأقَْطَُعُ الْ وَ 

 يَّة  مَالِ ـذَاتِ أَسَاهِيجَ جُ 

 ـنَ الـتَـنْجُو مِ يْنِ وَ الَْ  ىلَ ى عَ تُـعْطُِ 

 هَاـأَنَّ أَطْراَفَ وَليَِّاتِ كَ 

 مَعْقُومَة  ـأزُيَِّنُ الرَّحْلَ بِ 

 تَ إِنَّ الفَ اتِ، اجَ حَ ـا الْ هَ ـأقَْضِي بِ 

١٨-
١٩-
٢٠- 

۱٢- 
٢٢- 
٣٢- 
٤٢-

訳

1- 彼女は、悪口を言うつもりはなかったが、“少しお待ちください。あなたの声を聞

いて、ああ、あなただわ、と気づきました”と言った。 
2- そなたは彼が夫であることを疑った。だが、戦争というものは苦痛をともない、す

べてのものをかえる破壊者（食人鬼）である1)。  
3- 戦争を味わった者はその味が苦いことに気づく。戦争は彼を荒地に引き留める。 
4-（長い間被っていた）ヘルメットは私の頭から髪を脱落させた。浅い眠りのほか、

睡眠をむさぼることもなかった2)。  
5- 私はバヌー・マーリク（アウス族）すべてのために奮闘した。各自もことごとくマ

ーリクのために全力を尽くした3)。  
6- 私は敵に備えて二重織りのゆったりした鎧で身を固めたが、それは平野のなかの池

（の水面のさざなみ）のように銀色に輝いていた。 
7- 私は鎧の裾を波紋のついた剣（の鞘のかぎ）に引っ掛け（て軽くす）るが、その剣

は塩のように白く輝いた、インド鉄製のものであった4)。 
8- 剣の刃は強固で切れ味はこの上なく鋭かった。加えて、私は褐色の堅牢な盾を備え

ていた5)。  
9-（これらが）死を賭して警戒しながらも、不安に動揺することなく戦う勇者の武器

である。 
10- 思慮分別と剛毅さは、偽善と弱気と気迷いより優れている。 
11- 砂ライチョウは、その雛とは異なる。人々の中に放牧されている者は、牧人とは異

なる6)。  
12- 我らは（味方が）殺害されても苦にしない。これに対しては、敵に同害報復をする。

                                                             
1) 詩人はここで自身のことを３人称に変えている。  
2) tahjāᶜ「浅い眠り」。Lisān al-ᶜArab の  hajaᶜa の項にこの一行が引用されている。 
3) マーリクはアウスの族長。詩人は司令官。アルアスマイーは、この行の下の句はアラブが述べ

た最も確固とした言葉であると独特な評価をしている。  
4) 剣を塩にたとえる例は  No. 20, 26行に見られる。 
5) 盾が褐色と言うのは、ラクダの皮で作られているからと見られる。  
6) 支配者は非支配者とは異なる。経験、年齢、能力を重視し、出来うれば多勢を擁する指導者に

なれ、と言っている。 
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サーウにはサーウの仕返しをする7)。  
13- 我らは敵を、指揮者と防ぎ手らを擁する強力な軍勢で、我らの手元から追い返す。 
14- 彼らはまるで、藪の中や渓谷の屈曲部で子を抱え、咆哮しているライオンのようで

ある。 
15- やがて戦いが始まると（各部族から寄せ集めの）軍勢ではなく、わが部族だけから

なる軍勢の真っ只中に軍旗が翻る8)。  
16- そなたは、戦争が争いの裾をたくし上げられるとき、私が緩急自在に戦った様子を

なぜ騎士らに尋ねないのか9)。 
17-（また尋ねてみよ、）私が大切な財産を彼らに与えるのか、あるいは、助けを求める

ものに応えて、決して遅れを取らないのか、と。 
18- 私は戦いの日、敵のヘルメットの天辺を剣で強襲する。私の腕は剣を振り下ろす力

を十分持っている。 
19- 私は死の危険をたたえた広大な砂漠を、むやみに進みたがる白い雌ラクダに乗って

横断する。 
20- この雌ラクダは多様な歩調をこなし、雄ラクダのように強く、アルヒーラ産の鞍を

載せそこに敷物をかぶせている。 
21- 疲れていても良く駆け、鞭をあててせかす必要は無い。また、よろけることもなく

安全である。 
22-（ラクダが早駆けすると）ラクダの鞍敷きの端は北風に乗ってあたりのものを揺さ

ぶり、吹き飛ばすようである。 
23- 私はラクダの鞍をアルヒーラ産の多彩な敷物や刺繍した敷物で飾った10)。  
24- この雌ラクダでもって、私は望みをかなえる。だが、まことに男子は、目に見えな

い善悪二色の主である運命に翻弄されるものだ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                                                             
7) サーウ（sāᶜ）は「穀物の計量単位」。1 sāᶜ = 4 mudd, 1 mudd = 約18リットル、または、5か3分の

1リットル。ただし、地域により大きく異なる。  
8) tajallat の主語は戦争と思われる。「戦争が現れる、戦いが始まる」の意味でこの動詞が良く使わ

れる。 
9) qallasat「たくし上げられる」の主語も15行の  tajallat のそれと同じく戦争と解した。解説では、

臆病者は戦闘に当たりいざと言うとき、睾丸が縮まる、すなわち、睾丸が主語だとしているが、

見当違いと思う。 
10) 22行と23行はアフマド・ブヌ・ウバイドが追加したものである。特に23行は20行と重なる部分

がある。 
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